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　　　　　報告書の提出について（依頼）」の別紙に記載のある大学番号を記載してください。

　　　　　・大学院の研究科の専攻の設置等の場合：「○○大学大学院　○○研究科　○○専攻（修士課程）」

　　　　　・通信教育課程の開設の場合：「○○大学　△△学部　□□学科（通信教育課程）」

　　　３　大学番号の欄については、調査対象大学等に対して別途発出する、事務連絡「令和３年度の履行状況

　　　　　設置時から対象学部等の名称変更があった場合には、表題には現在の名称を記載し，その下欄に

　　　　　（　　）書きにて、設置時の旧名称を記載してください。

　　　２　大学院の場合は、表題を「○○大学大学院　・・・」と記入してください。

（注）１　「計画の区分」は設置時の基本計画書「計画の区分」と同様に記載してください。

　　担当部局（課）名　亥鼻地区事務部総務課

　　　　　・大学院設置の場合：「○○大学大学院」

　　　　　・大学院の研究科の設置の場合：「○○大学大学院　○○研究科」

　　　　　例）　○○大学　△△学部　□□学科

　　　　　　　　　　　　（旧名称：◇◇学科（平成◇◇年度より学科名称変更））

　　　　　・短期大学の学科の設置の場合：「○○短期大学　△△学科」

　　　　　・学部の学科の設置の場合：「○○大学　△△学部　□□学科」

　　　　　表題は「計画の区分」に従い、記入してください。

　　　　　例）

　　　　　・学部の設置の場合：「○○大学　△△学部」

　　　　　・大学の設置の場合：「○○大学」

令和３年５月１日現在 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注２

　作成担当者

　　担当部局（課）名　企画総務部企画政策課

国立大学法人千葉大学　　　

【認可】設置に係る設置計画履行状況報告書

　　　　　　　　　　　　　　　注１

事前伺い

注３



＜看護学専攻（博士前期課程）＞
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設　　置　　時 変　更　状　況 備　　　考

（ トクヒサ　タケシ ） （ ナカヤマ　トシノリ ）

徳久　剛史 中山　俊憲

（平成26年4月1日） （令和3年4月1日）

（ ナカムラ　ノブエ ） （ スワ　サユリ ）

中村　伸枝 諏訪　さゆり

（平成29年4月1日） （令和3年4月1日）

（注）・「変更状況」は、変更があった場合に記入し、併せて「備考」に変更の理由と変更年月日、報告年度を

　　　（　）書きで記入してください。

　　　（例）令和２年度に報告済の内容　→（２）

　　　　　　令和３年度に報告する内容　→（３）

　　　・昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更があれば、「変更状況」に赤字にて記載（昨年度までに報告

　　　　された記載があれば、そこに赤字で見え消し修正）するとともに、上記と同様に，「備考」に変更理由等を

　　　　記入してください。

　　　・大学院の場合には、「職名」を「研究科長」等と修正して記入してください。

　　　・大学独自の職名を設けていて当該職位がない場合は、各職に相当する職名の方を記載してください。

１　調査対象大学等の概要等

（１） 設　置　者

　　　　国立大学法人千葉大学

　　　・対象学部等が複数のキャンパスに所在する場合には、複数のキャンパスの所在地をそれぞれ記載して

　　　　千葉大学

　　　　千葉県千葉市中央区亥鼻１－８－１（千葉県千葉市稲毛区弥生町１－３３）

（注）・対象学部等の位置が大学本部の位置と異なる場合、本部の位置を（　）書きで記入してください。

（２） 大　学　名

　　　〒２６０－８６７２（〒２６３－８５２２）

（３） 調査対象大学等の位置

　　　　ください。

理 事 長

（４） 管理運営組織

研究科長

学科長等

任期満了のため
令和3年4月1日

（３）

学　　長

職　　名

任期満了のため
令和3年4月1日

（３）
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（注）・　当該調査対象の学部の学科または研究科の専攻等、定員を定めている組織ごとに記入してください（入試
　　　　区分ごとではありません）。
　　　・　なお、課程認定等によりコースや専攻に入学定員を定めている場合は、法令上規定されている最小単位
　　　　（大学であれば「学科」、短期大学であれば「専攻課程」）のほか、それらのコースや専攻単位でも記載してください。
　　　　その場合別ファイルを作成し提出してください。
　　　・　様式は、平成２９年度開設の４年制の学科の完成年度を越えて報告する場合（令和２年度までの５年間）ですが、
　　　　完成年度を越えていない場合は修業年限に合わせて作成してください。（修業年限が４年以下の場合には欄を削除し、
　　　　５年以上の場合には、欄を設けてください。）

　　　・　留学生については、「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

　　　　「留学ビザ」）により、我が国の大学（大学院を含む。）、短期大学、高等専門学校、専修学校（専門課程）

　　　　及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を

　　　　記載してください。

　　　・　短期交換留学生など、定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　　

看護学研究科

看護学専攻
（博士前期課程）

　修士（看護学）

対象年度

区　分 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

人 人 人 人 人 人 人 人 40人 －

42 －

(　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) ( － ) ( － )

[ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [　6　] [ － ]

41 －

(　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) ( － ) ( － )

[ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [　5　] [ － ]

34 －

(　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) ( － ) ( － )

[ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [　3　] [ － ]

34 －

(　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) ( － ) ( － )

[ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [　3　] [ － ]

入学定員超過率
Ｂ／Ａ

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・　（　 ）内には、編入学の状況について外数で記入してください。なお、編入学を複数年次で行って

　　　　いる場合には、((  ))書きとするなどし、その旨を「備考」に付記してください。 該当がない年度には

　　　　「－」を記入してください。

　　　・　転入学生は記入しないでください。

　　　・　[ 　 ]内には、留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入してください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また、その他の学期に入学定員を設けている場合は、備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「入学定員超過率」については、各年度の春季入学とその他を合計した入学定員、入学者数で算出して

　　　　ください。なお、計算の際は小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで記入してください。

　　　・　「平均入学定員超過率」には、開設年度から報告年度までの入学定員超過率の平均を記入してください。

　　　　計算の際は「入学定員超過率」と同様にしてください。なお、完成年度を越えて報告書を提出する大学等は、

　　　　報告年度（令和３年度）から起算した修業年限に相当する期間の入学定員超過率の平均を記載してください。

　　　・「開設年度から報告年度までの平均入学定員超過率」は、完成年度を越えて報告書を提出する大学等のみ

　　　　記入してください。完成年度を越えていない場合は「－」を記入してください。

　 　　・　学生募集停止を予定している場合は、「学生募集の停止について」で「新規入学者を募集停止予定」を選択すると
　　　　　ともに、「備考」に「令和○年度から学生募集停止（予定）」と記載してください。

Ｂ　 入学者数

(　　 　)
Ａ　 入学定員

志願者数

受験者数

合格者数

　（５）－②　調査対象学部等の入学者の状況

令和３年度令和２年度平成２９年度 平成３０年度 令和元年度

(　　 　) (　　 　) (　 － 　)

[ 　　　 ] [ 　　　 ] [ 　－　 ]

（５）　調査対象学部等の名称、定員、入学者の状況等

　（５）－①　調査対象学部等の名称等

人

　　　　（その２の１））」の「学位又は学科の分野」と同様に記入してください。

（注）・　定員を変更した場合は、「備考」に変更前の人数、変更年月及び報告年度を（　）書きで記入してください。

　　　・　「学位又は学科の分野」には、「認可申請書」又は「設置届出書」の「教育課程等の概要（別記様式第２号

保健衛生学関係
（看護学関係）

2 年 40 人 ― 年次 80 人

編入学定員 収容定員

　　　・　基礎となる学部等がある場合には、「備考」に基礎となる学部等の名称を記入してください。

調査対象学部等の
名称（学位）

学位又は学科
の分野

設 置 時 の 計 画

修業年限 入学定員
備　考

学生募集の停
止について

新規入学者を
募集中

0.85倍 —倍

備　　考
平均入学定員

超 過 率

開設年度から
報告年度まで
の平均入学定

員超過率

0.85

(　　 　)

[ 　　　 ][ 　　　 ]
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対象年度

学　年 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

34 －

[　 　] [　 　] [　 　] [　 　] [　　 ] [　 　] [　　 ] [　 　] [　3　] [ － ]

（　　） （　　） （　　） （　　） （　　） （　　） （　　） （　　） ( － ) ( － )

－ －

[　　 ] [　 　] [　　 ] [　 　] [　　 ] [　 　] [ － ] [ － ]

（　　） （　　） （　　） （　　） （　　） （　　） ( － ) ( － )

－ －

[　　 ] [　 　] [　　 ] [　 　] [ － ] [ － ]

（　　） （　　） （　　） （　　） ( － ) ( － )

－ －

[　　 ] [　 　] [ － ] [ － ]

（　　）（　　）( － ) ( － )

　　・令和３年５月１日　公表

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・　[ 　 ]内には、留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年度には「－」を記入してください。

　　　・（　）内には、留年者の状況について、内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入してください。

　　　・　編入学生や転入学生も含めて記入してください。その際、備考欄に人数の内訳を記入してください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また、その他の学期に入学定員を設けている場合は、備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「計」については、各年度の春季入学とその他の学期を合計した在学者数、留学生数を記入してください。

（　 －　 ）

令和元年度

（　　　　 ）（　　　　 ） （　　　　 ） （　　　　 ）

平成２９年度 平成３０年度

計

備　　　　　考

34

[　　　 　] [　　　　 ] [　　　　 ] [　　3　　][　　　　 ]

４年次

１年次

２年次

３年次

令和３年度

　（５）－③　調査対象学部等の在学者の状況

令和２年度
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　（５）－④　調査対象学部等の退学者等の状況

人 人 平成２９年度 人 人

平成２９年度 人 人

平成３０年度 人 人

平成２９年度 人 人

平成３０年度 人 人

令和元年度 人 人

平成２９年度 人 人

平成３０年度 人 人

令和元年度 人 人

令和２年度 人 人

平成２９年度 人 人

平成３０年度 人 人

令和元年度 人 人

令和２年度 人 人

令和３年度 0 人 0 人

0 人 0 人 0 人

（注）・　数字は、報告年度の５月１日現在の数字を記入してください。　

　　　・　各対象年度の在学者数については、対象年度の人数を記入してください。（在学者数から退学者数を減らす必要はありません。）

　　　・　内訳については、退学した学生が入学した年度ごとに記入してください。また、留学生数欄の人数については、退学者数の内数を記入してください。

　　　・　在学者数、退学者数には編入学生や転入学生も含めて記入してください。

　　　・　「主な退学理由」は、下の項目を参考に記入してください。その際、「就学意欲の低下（○人）」というように、その人数も含めて記入してください。

　　　　　　（記入項目例）・就学意欲の低下　　　・学力不足　　　・他の教育機関への入学・転学　　　　　　　・海外留学

　　　　　　　　　　　　　　　・就職　　　・学生個人の心身に関する事情　　　　・家庭の事情　　　・除籍　　　　・その他

　（５）－⑤　調査対象学部等の年度ごとの退学者の割合

【平成２９年度】

平成２９年度の退学者数（ａ） 0
平成２９年度の在学者数（ｂ） 0

【平成３０年度】

平成３０年度の退学者数（ａ） 0
平成３０年度の在学者数（ｂ） 0

【令和元年度】

令和元年度の退学者数（ａ） 0
令和元年度の在学者数（ｂ） 0

【令和２年度】

令和２年度の退学者数（ａ） 0
令和２年度の在学者数（ｂ） 0

【令和３年度】

令和３年度の退学者数（ａ） 0
令和３年度の在学者数（ｂ） 34

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

人令和元年度

退学者数
主な退学理由

（留学生の理由は[　]書き）

　　　区　分

対象年度
うち留学生数

平成２９年度

平成３０年度

在学者数（b） 退学者数（a）

内訳

入学した年度

人 人

合　　計

人

令和２年度 人 人

人令和３年度 34 人 0

=

=

=

=

=

=

=

= = 0 ％

#DIV/0! ％=

#DIV/0! ％

#DIV/0! ％

#DIV/0! ％
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【令和３年度】

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1 1 2 2 5 1 1 3 1 5

1 1 　 　 2 3 4 　 1 1 　 　 3 1 4 　

1 1 　 　 2 1 2 3 　 1 1 　 　 2 1 2 3 　

1 　 1 　 2 2 1 　 1 　 1 　 2 2 1 　

1 　 1 　 　 2 1 1 　 1 　 1 　 　 1 1 1 　

1 　 1 　 　 2 1 1 　 1 　 1 　 　 1 1 1 　

1 　 1 　 1 2 　 1 　 1 　 2 1 　

- 3 4 0 8 8 3 11 0 0 - 3 4 0 9 5 6 11 0 0

1 1 　 4 2 1 3 　 1 1 　 4 2 1 2 　

1 　 1 　 1 1 　 1 　 1 　 2 0 　

1 　 1 　 1 1 1 　 1 　 1 　 1 1 1 　

1 　 2 　 2 1 　 1 　 2 　 2 1 　

1 　 2 　 1 1 　 1 　 2 　 1 1 　

1 　 1 　 1 1 2 　 専門職連携教育論 1 　 1 　 1 1 2 　

1 　 1 　 1 1 2 　 1 　 1 　 1 1 2 　

- 1 8 0 5 5 4 3 0 0 - 1 8 0 6 4 4 2 0 0

1 1 2 3 1 1 2 2

1 1 1 1 1 1

1 1 2 1 1 1 1 2 1 1

1 2 1 1 8 1 2 1 1 8

1 2 1 1 2 1

1 2 1 3 1 2 1 3

1 1 2 1 2 1 1 2 1 2

1 1 3 1 1 1 1 1 3 1 1 1

1 1 3 1 1 1 1 1 3 1 1 1

1 1 2 1 1 1 1 2 1 1

1 1 1 1 1 1 1 2 2 1

1 1 3 1 1 1 3 1

1 1 1 2 1 1 1 1 2 1

1 1 2 1 1 2 1 1 2 1 1 2

1 1 1 2 1 1 1 2

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1 1 1 2 1 1 1 2

1 1 1 2 2 1 1 1 1 1 2 1

1 1 1 3 1 2 1 1 1 3 1 2

- 0 22 0 13 9 5 6 0 14 - 0 22 0 14 8 5 6 0 14

1 1 5 3 1 6 1 1 5 3 1 5

1 1 7 1 1 8

1 1 5 4 1 2 1 1 5 4 1 3

1 1 5 3 1 6 1 1 5 3 1 5

1 1 1 4 2 6 1 1 2 2 3 7

1 1 5 4 1 2 1 1 5 4 1 3

1 1 2 1 1 2

1 1 5 3 2 5 1 1 6 2 3 5

1 1 4 4 2 2 1 1 4 4 2 3

1 1 2 1 1 2

1 1 5 3 2 5 1 1 6 2 3 5

1 1 4 4 2 2 1 1 4 4 2 3

兼
任
・
兼
担

共
　
通
　
基
　
盤
　
科
　
目

研
究
学
術
モ
ジ

ュ
ー

ル

看護学研究Ⅰ
（研究方法）

看護学研究Ⅱ
（研究疑問と研究デザイ
ン）

看護学研究Ⅲ
（研究倫理）

看護学研究Ⅳ
（アクションリサーチ＆プ
ロジェクト型研究）

ｱｶﾃﾞﾐｯｸｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ Ⅰ
（リーディング＆リスニン
グ）

ｱｶﾃﾞﾐｯｸｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ Ⅱ
（ライティングの基礎）

ｱｶﾃﾞﾐｯｸｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ Ⅲ
（日本語での論述）

小計（7科目）

実
装
モ
ジ

ュ
ー

ル

看護革新力の基礎

EBP実装

プロジェクト・マネジメント

看護管理学

看護教育学

専門職連携実践論

小計（7科目）

実
践
モ
ジ

ュ
ー

ル

看護理論

看護倫理

e-learning・演習臨床推論

ﾅｰｼﾝｸﾞﾌｨｼﾞｶﾙｱｾｽﾒﾝﾄ

科目
区分

授業科目の名称

（１）－① 授業科目表

【認可時又は届出時】

授業科目の名称

生活創成看護管理学Ⅱ

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置

e-learning・演習臨床薬理学

看護学研究Ⅰ
（研究方法）

アカデミックコミュニケー
ションⅠ
（リーディング＆リスニン
グ）

ｱｶﾃﾞﾐｯｸｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ Ⅱ
（ライティングの基礎）

ｱｶﾃﾞﾐｯｸｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ Ⅲ
（日本語での論述）

看護学研究Ⅱ
（研究疑問と研究デザイ
ン）

看護学研究Ⅲ
（研究倫理）

看護学研究Ⅳ
（アクションリサーチ＆プ
ロジェクト型研究）

看護管理学

看護教育学

専門職連携実践論

小計（7科目）

専門職連携教育論

臨床病態学

臨床薬理学

e-learning・演習ﾌｨｼﾞｶﾙｱｾｽﾒﾝﾄ

e-learning・演習臨床病態生理学

e-learning・演習疾病臨床病態学

e-learning・演習臨床薬理学

ｺﾝｻﾙﾃｰｼｮﾝ

看護専門職論

組織マネジメント論

e-learning・医療安全学

災害マネジメント論

災害専門職連携演習

災害看護活動論（復旧・復興）

地域包括ケア論

看護政策

小計（19科目）

看
護
学
コ
ー

ス

先端実践看護学Ⅰ

生活創成看護学Ⅰ

文化創成看護学Ⅰ

先端実践看護学Ⅱ

文化創成看護管理学Ⅱ

看
護
管
理
学
P

先端実践看護管理学Ⅰ

生活創成看護管理学Ⅰ

文化創成看護管理学Ⅰ

先端実践看護管理学Ⅱ

＜看護学研究科　看護学専攻（博士前期課程）＞

２　授業科目の概要

科目
区分

研
究
学
術
モ
ジ

ュ
ー

ル

小計（7科目）

看護革新力の基礎

EBP実装

プロジェクト・マネジメント実
装
モ
ジ

ュ
ー

ル共
　
通
　
基
　
盤
　
科
　
目

実
践
モ
ジ

ュ
ー

ル

看護理論

看護倫理

e-learning・演習臨床推論

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

生活創成看護学Ⅱ

文化創成看護学Ⅱ

ﾅｰｼﾝｸﾞﾌｨｼﾞｶﾙｱｾｽﾒﾝﾄ

臨床病態学

臨床薬理学

e-learning・医療安全学

災害マネジメント論

災害専門職連携演習

災害看護活動論（復旧・復興）

地域包括ケア論

看護政策

小計（19科目）

e-learning・演習ﾌｨｼﾞｶﾙｱｾｽﾒﾝﾄ

e-learning・演習臨床病態生理学

e-learning・演習疾病臨床病態学

ｺﾝｻﾙﾃｰｼｮﾝ

看護専門職論

組織マネジメント論

看
護
学
コ
ー

ス

文化創成看護学Ⅱ

先端実践看護学Ⅰ

生活創成看護学Ⅰ

文化創成看護学Ⅰ

先端実践看護学Ⅱ

生活創成看護学Ⅱ

看
護
管
理
学
P

先端実践看護管理学Ⅰ

生活創成看護管理学Ⅰ

文化創成看護管理学Ⅰ

先端実践看護管理学Ⅱ

生活創成看護管理学Ⅱ

文化創成看護管理学Ⅱ

 
専
 

門
 

科
 

目
看
護
実
践
学
コ
ー

ス

専
 

門
 

科
 

目 看
護
実
践
学
コ
ー

ス
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1 2 1 1 2 1 2 1 1 2

1 2 1 1 2 1 2 1 1 2

1 2 1 1 2 1 2 1 1 2

1 2 1 1 2 2 1 2 1 1 2 2

1 2 1 1 2 1 2 1 1 2

1 2 2 1 1 2 2 1

1 2 2 1 2 2

1 2 2 1 1 2 2 1

1 2 2 1 1 2 2 1

1 2 1 2 2 1 2 1 2 2

1 1 4 1 1 1 1 4 1 2

1 1 3 1 3 1 1 3 0 4

1～2 8 2 1 1～2 8 2 1

1～2 8 2 1 1～2 8 2 1

1～2 6 1 2 1～2 6 1 1

1～2 5 1 1 1 1～2 5 1 0 1 1

－ 61 0 0 17 11 6 14 0 5 － 61 0 0 18 9 7 16 0 5

1 6 17 10 1 1 1 6 19 8 1 2

看
護
管
理
学
P

1 6 9 7 1

看
護
管
理
学
P

1 6 10 6 1 1

1 2 3 1 2 2 1 2 3 1 2 2

1 2 3 1 2 1 1 2 3 1 2 1

1～2 6 3 1 2 1～2 6 3 1 2

1 4 3 1 2 1 4 3 1 2

1～2 6 6 1 1 3 1～2 6 6 0 1 1

1～2 4 6 1 1 1～2 4 7 0 1

－ 36 0 0 17 10 2 5 0 2 － 36 0 0 19 8 2 5 0 2

2 12 17 9 1 1 2 12 19 8 1 2

2 12 9 7 1 2 12 10 6 1 1

2 12 3 1 2 12 3 1

2 6 6 1 1 2 6 7 0 1

－ 42 0 0 17 10 1 3 0 0 － 42 0 0 19 8 1 2 0 0

1 2 1 1 2 1

1 2 2 1 2 2

1 2 1 2 1 1 2 1 1 1

1 2 1 1 2 1

1～2 2 6 1～2 2 6

1 2 3 3 1 2 3 3

1 2 4 1 2 4

1 2 4 1 2 4

1 4 1 1 4 1

1 4 4 1 4 4

2 12 4 2 12 4

- 26 10 0 7 5 1 0 0 0 - 26 10 0 7 5 1 0 0 0

- 149 48 0 17 11 6 14 0 19 - 149 48 0 19 9 7 16 0 19

Advanced Nursing
Research

Nursing Ⅰ

Nursing Ⅱ

Graduate Seminar Ⅰ
(Cultural Nursing
Studies)

Graduate Seminar Ⅱ

M
a
s
t
e
r
'
s

T
h
e
s
i
s

Master' s Thesis

小計（11科目）

合計（84科目）

小計（8科目）

特
別
研
究
・

課
題
研
究

理論開発特別研究

看護管理課題研究

専門看護特別研究

特定看護課題研究

看
　
護
　
学
　
演
　
習
　
・
　
実
　
習

看
護
学
コ
ー

ス

看護研究演習

看
護
実
践
学
コ
ー

ス

看護管理学演習

高
度
実
践
看
護
学
P

看護学実習Ⅰ

看護学実習Ⅱ

看護学実習Ⅲ

看護学演習

特
定
看
護
学
P

特定看護実習

特
定
看
護
学
P

特定看護実践論Ⅰ

特定看護実践論Ⅱ

ｸﾘﾃｨｶﾙｹｱ科目群

ﾘｶﾊﾞﾘｰｹｱ科目群

ﾛﾝｸﾞﾀｰﾑｹｱ科目群

ｺﾝﾌｫｰﾄｹｱ科目群

小計（28科目）

高
度
実
践
管
理
学
P

小児看護学A

小児看護学B

小児と環境の査定

小児の病態・治療

小児の保健・医療制度

成人看護学A

成人看護学B

臨床腫瘍学概論

腫瘍医療ｹｱｺｰﾃﾞｨﾈｰｼｮﾝ

ｴﾝﾄﾞｵﾌﾞﾗｲﾌｹｱ看護学

合計（84科目）

小計（11科目）

M
a
s
t
e
r
'
s

T
h
e
s
i
s

特定看護実習

看護研究演習

看
護
学
コ
ー

ス

特
別
研
究
・

課
題
研
究

国
　
際
　
プ
　
ロ
　
グ
　
ラ
　
ム

看護学実習Ⅱ

小児看護学A

小計（28科目）

ｺﾝﾌｫｰﾄｹｱ科目群

小児の保健・医療制度

特定看護実践論Ⅱ

小児看護学B

小児と環境の査定

小児の病態・治療

腫瘍医療ｹｱｺｰﾃﾞｨﾈｰｼｮﾝ

特
定
看
護
学
P

看
　
護
　
学
　
演
　
習
　
・
　
実
　
習

小計（8科目）

看
護
実
践
学
コ
ー

ス 看護学演習

高
度
実
践
看
護
学
P

特
定
看
護
学
P

特定看護演習

看護学実習Ⅰ

看護学実習Ⅲ

看護管理学演習

小計（4科目）

国
　
際
　
プ
　
ロ
　
グ
　
ラ
　
ム

E
l
e
c
t
i
v
e

Theoretical Bases for
Nursing Education

Community Health
Nursing Administration

Issues and Trends in
Nursing
Special Topics in
Nursing Research
Independent Study in
Nursing

G
r
a
d
u
a
t
e

S
e
m
i
n
a
r

特定看護演習

G
r
a
d
u
a
t
e

S
e
m
i
n
a
r

Master' s Thesis

Advanced Nursing
Research

E
l
e
c
t
i
v
e

小計（4科目）

Nursing Ⅰ

Nursing Ⅱ

Graduate Seminar Ⅰ
(Cultural Nursing
Studies)

Graduate Seminar Ⅱ

理論開発特別研究

看護管理課題研究

専門看護特別研究

特定看護課題研究

Theoretical Bases for
Nursing Education

Community Health
Nursing Administration

Issues and Trends in
Nursing
Special Topics in
Nursing Research
Independent Study in
Nursing

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

専
 

門
 

科
 

目

看
護
実
践
学
コ
ー

ス

科目
区分

専
 

門
 

科
 

目

看
護
実
践
学
コ
ー

ス

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

高
度
実
践
管
理
学
P

特定看護実践論Ⅰ

ｸﾘﾃｨｶﾙｹｱ科目群

ﾘｶﾊﾞﾘｰｹｱ科目群

ﾛﾝｸﾞﾀｰﾑｹｱ科目群

成人看護学A

成人看護学B

臨床腫瘍学概論

ｴﾝﾄﾞｵﾌﾞﾗｲﾌｹｱ看護学

授業科目の名称
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（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・  認可申請書又は設置届出書の様式第２号（その２の１）に準じて作成してください。

　　　・  各欄の作成方法は「大学の設置等に係る提出書類作成の手引き」の「教育課程等の概要」を確認してください。

　　　・ 「認可時又は届出時」には 設置認可時又は届出時の授業科目全て（兼任、兼担教員が担当する科目を含む。）を

　　　　黒字で記入してください。その上で、各年度については、認可時又は届出時から変更となっている箇所は太字の赤字としてください。

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目についても科目名の後ろに「（未開講）」として記入してください。

　　　・　１ページ目には認可時又は届出時と報告年度２つの表を記入してください。

　　　・　不要な年度（令和元年度開設であれば平成３０年度）の表は適宜削除してください。

　　　　（２つの表が１ページに表示されるようにしてください。）

　　　・　専門職大学等の場合、「実験、実習又は実技による授業科目」には「【※】」、「臨地実務実習」による授業科目には「【臨】」、

　　　　　「連携実務演習」による授業科目には「【連】」を授業科目の名称の右側に記入してください。

卒業要件及び履修方法

博士前期課程各コース等における履修方法は下記のとおりで、さらに修士論文を作成し、最終試験に合
格すること。

1)看護学コースは、理論開発特別研究（12単位必修）、看護研究演習（6単位必修）、専門科目（2単位選
択必修）、共通基盤科目（看護学研究Ⅰ～Ⅲ（各1単位必修）、看護革新力の基礎（1単位必修）、合計10
単位以上）、合計30単位以上。

2)看護実践学コース看護管理学プログラムは、看護管理課題研究（12単位必修）、看護管理学演習（6単
位必修）、専門科目（2単位選択必修）、共通基盤科目（看護学研究Ⅰ～Ⅲ（各1単位必修）、看護革新力
の基礎（1単位必修）、プロジェクト・マネージメント（1単位必修）、組織マネジメント論（2単位必修）、合計
10単位以上）、合計30単位以上。

3)看護実践学コース高度実践看護学プログラムは、専門看護特別研究（12単位必修）、看護学実習Ⅰ～
Ⅲ（10単位必修）、看護学演習（4単位必修）、専門科目（10単位必修）、共通基盤科目（看護学研究Ⅰ～
Ⅲ（各1単位必修）、看護革新力の基礎（1単位必修）、看護管理学（2単位必修）、看護教育学（2単位必
修）、看護理論（1単位必修）、看護倫理（1単位必修）、ﾅｰｽﾌｨｼﾞｶﾙｱｾｽﾒﾝﾄ（2単位必修）、臨床病態学（2
単位必修）、臨床薬理学（2単位必修）、コンサルテーション（1単位必修）、看護政策（1単位必修）、合計
18単位以上）、合計54単位以上。

4)看護実践学コース特定看護学プログラムは、特定看護課題研究（6単位必修）、特定看護実習（6単位
必修）、特定看護演習（4単位必修）、専門科目（1科目群以上7～29単位必修）、共通基盤科目（看護学
研究Ⅰ～Ⅲ（各1単位必修）、看護革新力の基礎（1単位必修）、EBP実装（1単位必修）、e-learning演習
臨床推論（1単位必修）、e-learning・演習ﾌｨｼﾞｶﾙｱｾｽﾒﾝﾄ（1単位必修）、e-learning・演習臨床病態生理
（1単位必修）、e-learning・演習疾病臨床病態学（1単位必修）、e-learning・演習臨床薬理（1単位必修）、
e-learning医療安全学（1単位必修）、地域包括ケア論（1単位必修）、合計13単位以上）、合計41～63単
位以上。

5)災害看護副専攻プログラム
博士前期・後期あるいは博士後期の学修に加え5大学災害看護コンソーシアム科目10単位以上を履修
した学生には、博士後期課程の修了時に、災害看護学副専攻プログラム認定証を発行する。

6)国際プログラム
博士前期課程国際プログラムにおける履修単位数は32単位以上とし、必要単位の履修方法は、次のと
おりである。1)看護病態学、成人看護学、地域看護学の中から、主専攻を選ぶ。2）主専攻に関する分野
において、看護学Ⅰ～Ⅱ（計4単位）、看護学演習Ⅰ～Ⅱ（計8単位）、特別研究（12単位）を必修科目とし
て履修する。3）上記以外に、看護学研究（2単位）を必修科目として履修する。4）上記以外の授業科目よ
り6単位（他の大学院及び本学の他の研究科の授業科目4単位を含む。）を選択科目として履修する。

※在学中に必ず一回以上留学を行うこと。

卒業要件及び履修方法

博士前期課程各コース等における履修方法は下記のとおりで、さらに修士論文を作成し、最終試験に合
格すること。

1)看護学コースは、理論開発特別研究（12単位必修）、看護研究演習（6単位必修）、専門科目（2単位選
択必修）、共通基盤科目（看護学研究Ⅰ～Ⅲ（各1単位必修）、看護革新力の基礎（1単位必修）、合計10
単位以上）、合計30単位以上。

2)看護実践学コース看護管理学プログラムは、看護管理課題研究（12単位必修）、看護管理学演習（6単
位必修）、専門科目（2単位選択必修）、共通基盤科目（看護学研究Ⅰ～Ⅲ（各1単位必修）、看護革新力
の基礎（1単位必修）、プロジェクト・マネージメント（1単位必修）、組織マネジメント論（2単位必修）、合計
10単位以上）、合計30単位以上。

3)看護実践学コース高度実践看護学プログラムは、専門看護特別研究（12単位必修）、看護学実習Ⅰ～
Ⅲ（10単位必修）、看護学演習（4単位必修）、専門科目（10単位必修）、共通基盤科目（看護学研究Ⅰ～
Ⅲ（各1単位必修）、看護革新力の基礎（1単位必修）、看護管理学（2単位必修）、看護教育学（2単位必
修）、看護理論（1単位必修）、看護倫理（1単位必修）、ﾅｰｽﾌｨｼﾞｶﾙｱｾｽﾒﾝﾄ（2単位必修）、臨床病態学（2
単位必修）、臨床薬理学（2単位必修）、コンサルテーション（1単位必修）、看護政策（1単位必修）、合計
18単位以上）、合計54単位以上。

4)看護実践学コース特定看護学プログラムは、特定看護課題研究（6単位必修）、特定看護実習（6単位
必修）、特定看護演習（4単位必修）、専門科目（1科目群以上7～29単位必修）、共通基盤科目（看護学
研究Ⅰ～Ⅲ（各1単位必修）、看護革新力の基礎（1単位必修）、EBP実装（1単位必修）、e-learning演習
臨床推論（1単位必修）、e-learning・演習ﾌｨｼﾞｶﾙｱｾｽﾒﾝﾄ（1単位必修）、e-learning・演習臨床病態生理
（1単位必修）、e-learning・演習疾病臨床病態学（1単位必修）、e-learning・演習臨床薬理（1単位必修）、
e-learning医療安全学（1単位必修）、地域包括ケア論（1単位必修）、合計13単位以上）、合計41～63単
位以上。

5)災害看護副専攻プログラム
博士前期・後期あるいは博士後期の学修に加え5大学災害看護コンソーシアム科目10単位以上を履修
した学生には、博士後期課程の修了時に、災害看護学副専攻プログラム認定証を発行する。

6)国際プログラム
博士前期課程国際プログラムにおける履修単位数は32単位以上とし、必要単位の履修方法は、次のと
おりである。1)看護病態学、成人看護学、地域看護学の中から、主専攻を選ぶ。2）主専攻に関する分野
において、看護学Ⅰ～Ⅱ（計4単位）、看護学演習Ⅰ～Ⅱ（計8単位）、特別研究（12単位）を必修科目とし
て履修する。3）上記以外に、看護学研究（2単位）を必修科目として履修する。4）上記以外の授業科目よ
り6単位（他の大学院及び本学の他の研究科の授業科目4単位を含む。）を選択科目として履修する。

※在学中に必ず一回以上留学を行うこと。

7



【令和３年度】

（注）・  ２（１）ー① 授業科目表に記入された各年度における変更内容（配当年次の変更、専任教員等の配置の変更、

　　　　授業科目名の変更、新規科目の追加など）を箇条書きで記入してください。変更がない年度は「特になし。」と記入してください。

　　　・　変更内容には、授業科目の未開講や廃止については記入しないでください。

　　　・　不要な年度（平成３０年度開設であれば平成２９年度）の表は適宜削除してください。

科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目

（注）・　未開講科目も含めた教育課程上の授業科目数を記入するとともに、［　］内に、設置時の計画からの増減を

　　　　記入してください。（記入例：１科目減の場合：△１）

・担当教員の昇任に伴い、「看護学研究Ⅰ（研究方法）」の専任教員の配置を、「教授２・准教授２」から「教授３・准教授１」に変更
・担当教員の退職と昇任に伴い、「看護学研究Ⅱ（研究疑問と研究デザイン）」の専任教員の配置を、「教授２・准教授３」から「教授
３・准教授１」に変更
・担当教員の退職に伴い、「ｱｶﾃﾞﾐｯｸｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ Ⅰ（リーディング＆リスニング）」の専任教員の配置を、「准教授２」から「准教授１」
に変更
・担当教員の退職に伴い、「ｱｶﾃﾞﾐｯｸｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ Ⅱ（ライティングの基礎）」の専任教員の配置を、「准教授２」から「准教授１」に変更
・担当教員の退職に伴い、「ｱｶﾃﾞﾐｯｸｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ Ⅲ（日本語での論述）」の専任教員の配置を、「教授１・准教授２」から「教授２」「講
師１」に変更
・担当教員の退職に伴い、「看護革新力の基礎」の専任教員の配置を、「助教３」から「助教２」に変更
・担当教員の昇任に伴い、「EBP実装」の専任教員の配置を、「教授１・准教授１」から「教授２」に変更
・担当教員の退職に伴い、「看護理論」の専任教員の配置を、「助教３」から「助教２」に変更
・担当教員の採用に伴い、「コンサルテーション」の専任教員の配置を、「教授１・助教１」から「教授２・助教２」に変更
・担当教員の退職に伴い、「地域包括ケア論」の専任教員の配置を、「准教授２」から「准教授１」に変更
・担当教員の退職に伴い、「先端実践看護学Ⅰ」の専任教員の配置を、「助教６」から「助教５」に変更
・担当教員の採用に伴い、「生活創成看護学Ⅰ」の専任教員の配置を、「教授７」から「教授８」に変更
・担当教員の採用に伴い、「文化創成看護学Ⅰ」の専任教員の配置を、「助教２」から「助教３」に変更
・担当教員の退職に伴い、「先端実践看護学Ⅱ」の専任教員の配置を、「助教６」から「助教５」に変更
・担当教員の退職・採用・昇任に伴い、「生活創成看護学Ⅱ」の専任教員の配置を「教授１・准教授４・講師２・助教６」から「教授
２・准教授２・講師３・助教７」に変更
・担当教員の採用に伴い、「文化創成看護学Ⅱ」の専任教員の配置を、「助教２」から「助教３」に変更
・担当教員の退職・採用・昇任に伴い、「生活創成看護管理学Ⅰ」の専任教員の配置を、「教授５・准教授３・講師２」から「教授６・
准教授２・講師３」に変更
・担当教員の採用に伴い、「文化創成看護管理学Ⅰ」の専任教員の配置を、「助教２」から「助教３」に変更
・担当教員の退職と昇任に伴い、「生活創成看護管理学Ⅱ」の専任教員の配置を、「教授５・准教授３・講師２」から「教授６・准教授
２・講師３」に変更
・担当教員の採用に伴い、「文化創成看護管理学Ⅱ」の専任教員の配置を、「助教２」から「助教３」に変更
担当教員の新規採用に伴い、「特定看護実践論Ⅰ」の専任教員の配置を、「助教１」から「助教２」に変更
・担当教員の退職および新規採用に伴い、「特定看護実践論Ⅱ」の専任教員の配置を、「准教授１・助教３」から「准教授０・助教４」
に変更
・担当教員の退職に伴い、「ﾛﾝｸﾞﾀｰﾑｹｱ科目群」の専任教員の配置を、「助教２」から「助教１」に変更
・担当教員の退職および採用に伴い、「ｺﾝﾌｫｰﾄｹｱ科目群」の専任教員の配置を、「准教授１・助教０」から「准教授０・助教１」に変更
・担当教員の退職・採用・昇任・指導資格の取得に伴い、「看護研究演習」の専任教員の配置を、「教授１７・准教授１０・助教１」か
ら「教授１９・准教授８・助教２」に変更
・担当教員の昇任・指導資格の取得に伴い、「看護管理学演習」の専任教員の配置を、「教授９・准教授７・助教０」から「教授１０・
准教授６・助教１」に変更
・担当教員の退職に伴い、「特定看護学実習」の専任教員の配置を、「准教授１・助教２」から「准教授０・助教１」に変更
・担当教員の退職・採用に伴い、「特定看護学演習」の専任教員の配置を、「教授６・准教授１」から、「教授７・准教授０」に変更
・担当教員の退職・採用・昇任・指導資格の取得に伴い、「理論開発特別研究」の専任教員の配置を、「教授１７・准教授９・助教１」
から、「教授１９・准教授８・助教２」に変更
・担当教員の昇任・指導資格の取得に伴い、「看護管理課題研究」の専任教員の配置を、「教授９・准教授７・助教０」から「教授１
０・准教授６・助教１」に変更
・担当教員の採用に伴い、「特定看護課題研究」の専任教員の配置を、「教授６・准教授１」から「教授７・准教授０」に変更
・担当教員の退職に伴い、「Issues and Trends in Nursing」の専任教員の配置を、「准教授２」から「准教授１」に変更

　　　　 　　　　

（１）－②授業科目表に関する変更内容

自由 計（Ａ） 必修 選択 自由 計

（２） 授業科目数

設置時の計画 変更状況
備考

必修 選択

0 84

[　0　] [　0　] [　0　] [　0　]

50 34 0 84 50 34
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番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択

１

２

３

（注）・　配当年次に達しているにも関わらず、何らかの理由で未開講となっている授業科目について記入して

　　　　ください。なお、理由については可能な限り具体的に記入してください。

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目については記入しないでください。

　　　・　教職大学院の場合は、「一般・専門」を「共通・実習・その他」と修正して記入してください。

番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択

１

２

３

（注）・　設置時の計画にあり、何らかの理由で廃止（教育課程から削除）した授業科目について記入して

　　　　ください。なお、理由については可能な限り具体的に記入してください。

（注）・　授業科目を未開講又は廃止としたことによる学生の履修への影響に関する大学の所見、

　　　　学生への周知方法、今後の方針などを可能な限り具体的に記入してください。

（６） 「設置時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割合

0

84

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

　　　・　「未開講科目と廃止科目の計」が、「（３）未開講科目」と「（４）廃止科目」の合計数となるように
　　　　留意してください。

　　　　ください。

　　　・　専門職大学等の場合は、「一般・専門」を「基礎、展開、職業専門、総合」と修正して記入して

（５） 授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

（４） 廃止科目

　　　・　教職大学院の場合は、「一般・専門」を「共通・実習・その他」として記入してください。

廃止の理由，代替措置の有無

　　　・　専門職大学等の場合は、「一般・専門」を「基礎、展開、職業専門、総合」と修正して記入して

（３） 未開講科目

未開講の理由，代替措置の有無

％
未開講科目（３）と廃止科目（４）の計

設置時の計画の授業科目数の計（Ａ）
＝

　　　　ください。

該当なし。

＝ 0

該当なし

該当なし

9



備考

大学全体

一部改修のため（3）

　　　　　なお、昨年度の報告において赤字で見え消しした部分については、黒字で記入してください。

運動場用地への校舎新
設等のため（3）

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更のあったものについては、変更部分を赤字で見え消し修正するとともに、

　　　　その理由及び報告年度「（２）」を「備考」に赤字で記入してください。

　　　　　なお、昨年度の報告において赤字で見え消しした部分については、見え消しのまま黒字にしてください。

　　　・　運動場用地が校舎敷地と別地にある場合は、その旨（所要時間・距離等）を「備考」に記入してください。

㎡

　　　　項目はＡＣ対象学部等の数値を記入してください。）

　　　　複数の様式に分ける必要はありません。なお、「（１）校地等」及び「（２）校舎」は大学全体の数字を、その他の

そ　の　他

合　　　計

667,641㎡
 663,013㎡

(８)

(６) 図　　書　　館

新設学部等
の名称

教員１人当り研究費等

20,731㎡
 20,779㎡

78,438㎡
 88,021㎡

㎡ ㎡

(７) 体　　育　　館

開設前年度 完成年度

1,523,333
1,502,982

591,019㎡
 595,647㎡

㎡
667,641㎡
 663,013㎡

63室

実験実習室

216室

完成年度

2,052席
 2,028席

(20,087〔18,277〕)
 (19,642〔17,921〕)

(5,445)
(5,391)

(12,675)
(11,218)

収 納 可 能 冊 数

5,445
5,391

12,675
11,218

135

(12,675)
(11,218)

(135)
(5,445)
(5,391)

点

　

図
書
・
設
備

(５)

計

25,495〔9,803〕
 25,490〔9,862〕

種

看護学研究科
看護学専攻

博士前期課程

1,288,385〔466,295〕
 1,324,239〔491,586〕

講　義　室

202室
(３) 教　　室　　等

演　習　室

(４) 専任教員研究室

78,438㎡
 88,021㎡

㎡

1,288,385〔466,295〕
 1,324,239〔491,586〕

図　　書 学術雑誌

〔うち外国書〕

〔うち外国書〕

機械・器具 標　　本
〔うち外国書〕

20,087〔18,277〕
 19,642〔17,921〕

5,445
5,391

12,675
11,218

135

20,087〔18,277〕
 19,642〔17,921〕

(25,495〔9,803〕)
 (25,490〔9,862〕)

㎡

面　　　　　積

区　　分

閲 覧 座 席 数

(1,288,385〔466,295〕)
 (1,324,239〔491,586〕)

(25,495〔9,803〕)
 (25,490〔9,862〕)

(20,087〔18,277〕)
 (19,642〔17,921〕)

点

5,018㎡

体育館以外のスポーツ施設の概要

点

サッカー場、野球場、テニスコート、武道場、弓道場

千円

千円 千円

千円

設備購入費

図書購入費

千円

千円

経費の見
積り及び
維持方法
の 概 要

経費
の見
積り

学生納付金以外の維持方法の概要

区　　　　分 開設年度

共 同 研 究 費 等 千円 千円 千円

第６年次

千円 千円

千円 千円

開設年度

千円

内　　　　　　　　　　　　　　　　　容

専　　　用

学生１人当
り

納付金

第１年次 第２年次 第３年次

千円 千円

第４年次 第５年次

(1,288,385〔466,295〕)
 (1,324,239〔491,586〕)

1,258,660㎡

語学学習施設

（補助職員　2人）

2室

情報処理学習施設

11室

（補助職員　2人）

(135)

㎡

電子ジャーナル

面　　　　　積

３　施設・設備の整備状況，経費

㎡ 344,498    ㎡

（  303,671  ㎡）

1,258,660㎡ ㎡

計

344,498    ㎡ ㎡

（　　　　　　㎡） （　　　　　　㎡）

校
　
　
地
　
　
等

専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用

共　　　用
共用する他の
学校等の専用

計

運動場用地

小　　　計

区　　　　　分

591,019㎡
 595,647㎡

(１) 区　　 分

校 舎 敷 地

　　　・　校舎等建物の計画の変更（校舎又は体育館の総面積の減少、建築計画の遅延）がある場合には、「建築等設置計画変更書」

　　　　を併せて提出してください。

　　　・　国立大学については「（８）経費の見積り及び維持方法の概要」は記載不要です。

㎡ ㎡
512,581㎡
 507,626㎡

512,581㎡
 507,626㎡

（  303,671  ㎡）

(２) 校　　　　　舎

　　　・　「(５)図書・設備」については、上段に完成年度の予定数値を、下段には令和３年５月１日現在の数値を記入してください。

（注）・　設置時の計画を、申請書の様式第２号（その１の１）に準じて作成してください。（複数のキャンパスに分かれている場合、　　　

新設学部等の名称 室　　　　　　数

看護学研究科　看護学専攻（博士前期課程） 室

冊

25,495〔9,803〕
 25,490〔9,862〕

48

視聴覚資料
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４．既設大学等の状況

大 学 の 名 称 学生募集停止学科数 39
平均入学定員超
過率1.3倍以上
の学科等数

0 備　　考

年 人 年次 人 倍 倍 年度 年度 年度

【学部】 人

国際教養学部

　国際教養学科 4 90 - 360
学士

（国際教養
学）

1.07 1.01 - 平成28
千葉県千葉市稲
毛区弥生町1番33
号

文学部

　人文学科 4 170
3年次
10

680 学士
（文学）

1.03 1.01 - 平成28
千葉県千葉市稲
毛区弥生町1番33
号

　行動科学科 4 - - - 学士
（文学）

- - - 昭和56 同上
平成28年度学生
募集停止

　史学科 4 - - - 学士
（文学）

- - - 昭和56 同上 同上

　日本文化学科 4 - - - 学士
（文学）

- - - 平成6 同上 同上

　国際言語文化学科 4 - - - 学士
（文学）

- - - 平成6 同上 同上

法政経学部

　法政経学科 4 370 - 1480

学士
（法学，経
済学，政治
学・政策

学）

1.00 1.00 - 平成26
千葉県千葉市稲
毛区弥生町1番33
号

法経学部

　経済学科 4 - - - 学士
（経済学）

- - - 昭和56 同上

教育学部

　学校教員養成課程 4 390 - 1170 学士
（教育学）

1.00 1.00 令和元 令和元
千葉県千葉市稲
毛区弥生町1番33
号

　小学校教員養成課程 4 - - - 学士
（教育学）

- - - 昭和25 同上
令和元年度学生
募集停止

　中学校教員養成課程 4 - - - 学士
（教育学）

- - - 昭和40 同上 同上

　特別支援教育教員養成課程 4 - - - 学士
（教育学）

- - - 平成20 同上 同上

　幼稚園教員養成課程 4 - - - 学士
（教育学）

- - - 昭和43 同上 同上

　養護教諭養成課程 4 - - - 学士
（教育学）

- - - 昭和51 同上 同上

　スポーツ科学課程 4 - - - 学士
（教育学）

- - - 平成6 同上
平成28年度学生
募集停止

理学部 4 200 - 800 - 1.04 1.02 - - -

　数学・情報数理学科 4 44 - 176 学士
（理学）

1.03 1.00 - 平成6
千葉県千葉市稲
毛区弥生町1番33
号

　物理学科 4 39 - 156 学士
（理学）

1.02 1.00 - 昭和43 同上

　化学科 4 39 - 156 学士
（理学）

1.09 1.05 - 昭和43 同上

　生物学科 4 39 - 156 学士
（理学）

1.04 1.07 - 昭和43 同上

　地球科学科 4 39 - 156 学士
（理学）

1.00 1.00 - 平成6 同上

既設学部等の名称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

平均入学
定員
超過率

令和3年度
入学定員
超過率

　千　葉　大　学

学位又
は称号

開設
年度

定員変更
年度

（AC期間の
学科のみ）

所　在　地
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工学部

　総合工学科 4 620
3年次
60

2,480 学士
（工学）

1.01 1.00 - 平成29
千葉県千葉市稲
毛区弥生町1番33
号

　都市環境システム学科 4 - - - 学士
（工学）

- - - 平成20 同上
平成29年度学生
募集停止

　建築学科 4 - - - 学士
（工学）

- - - 平成20 同上 同上

　デザイン学科 4 - - - 学士
（工学）

- - - 平成20 同上 同上

　機械工学科 4 - - - 学士
（工学）

- - - 平成20 同上 同上

　メディカルシステム工学科 4 - - - 学士
（工学）

- - - 平成20 同上 同上

　電気電子工学科 4 - - - 学士
（工学）

- - - 平成20 同上 同上

　ナノサイエンス学科 4 - - - 学士
（工学）

- - - 平成20 同上 同上

　共生応用化学科 4 - - - 学士
（工学）

- - - 平成20 同上 同上

　画像科学科 4 - - - 学士
（工学）

- - - 平成20 同上 同上

　情報画像学科 4 - - - 学士
（工学）

- - - 平成20 同上 同上

園芸学部 4 190 - 760 - 1.04 1.05 - - -

　園芸学科 4 64 - 256 学士
（農学）

1.04 1.04 - 平成19
千葉県松戸市松
戸648番地

　応用生命化学科 4 31 - 124 学士
（農学）

1.01 1.00 - 平成19 同上

　緑地環境学科 4 66 - 264 学士
（農学）

1.04 1.07 - 平成19 同上

　食料資源経済学科 4 29 - 116 学士
（農学）

1.08 1.10 - 平成19 同上

医学部

　医学科 6 117 - 712 学士
（医学）

1.00 1.00 令和2 昭和24

薬学部

　薬学科 6 50 - 270 学士
（薬学）

- 平成18
千葉県千葉市中
央区亥鼻1丁目8
番1号

2学科一括募集。
令和元年度より
入学定員増。

　薬科学科 4 40 - 160 学士
（薬科学）

- 平成18 同上

看護学部

　看護学科 4 80
3年次
10

320 学士
（看護学）

1.01 1.02 - 昭和50

大学全体 - 2,317 80 9,192 - - - - - -

千葉県千葉市中
央区亥鼻1丁目8
番1号

令和2年度より3
年次編入学生募
集停止。
17名は令和3年度
までの措置。

千葉県千葉市中
央区亥鼻1丁目8
番1号

1.04 1.05
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【大学院】

 人文公共学府〔博士前期〕

　人文科学専攻 2 34 - 68
修士
（学術）
（文学）

0.79 0.76 - 平成29
千葉県千葉市稲
毛区弥生町1番33
号

　公共社会科学専攻 2 9 - 18

修士
（学術）

（経済学）
（経営学）
（政治学）
（公共学）

0.94 0.88 - 平成29 同上

 人文公共学府〔博士後期〕

　人文公共学専攻 3 15 - 45

博士
（学術）
（文学）
（法学）

（経済学）
（公共学）

0.99 0.86 - 平成29 同上

人文社会科学研究科
〔博士前期〕

　地域文化形成専攻 2 - - -
修士
（学術）
（文学）

- - - 平成18
千葉県千葉市稲
毛区弥生町1番33
号

平成29年度学生
募集停止

　公共研究専攻 2 - - -

修士
（学術）
（文学）
（法学）

（経済学）
（経営学）
（政治学）
（公共学）

- - - 平成18 同上 同上

人文社会科学研究科
〔博士後期〕

　公共研究専攻 3 - - -

博士
（学術）
（文学）
（法学）

（経済学）
（経営学）
（政治学）
（公共学）

- - - 平成18 同上
平成29年度学生
募集停止

　社会科学研究専攻 3 - - -

博士
（学術）
（法学）

（経済学）
（経営学）
（政治学）

- - - 平成18 同上 同上

　文化科学研究専攻 3 - - -
博士
（学術）
（文学）

- - - 平成18 同上 同上

専門法務研究科
〔専門職学位〕

　法務専攻 2 40 - 120
法務
博士

（専門職）

0.55 0.65 - 平成16
千葉県千葉市稲
毛区弥生町1番33
号

3
法務
博士

（専門職）

教育学研究科
〔修士〕

　学校教育学専攻 2 59 - 118 修士
（教育学）

0.98 0.93 - 平成28
千葉県千葉市稲
毛区弥生町1番33
号

　学校教育科学専攻 2 - - - 修士
（教育学）

- - - 平成23 同上
平成28年度学生
募集停止

　教科教育科学専攻 2 - - - 修士
（教育学）

- - - 平成23 同上 同上

教育学研究科
〔専門職学位〕

　高度教職実践専攻 2 20 - 40
教職
修士

（専門職）

0.67 0.55 - 平成28 同上

令和2年度より入
学定員の一部を
研究科等連係課
程実施基本組織
に活用。
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融合理工学府
〔博士前期〕

　数学情報科学専攻 2 74 - 148
修士
（理学）
（工学）
（学術）

0.89 0.97 - 平成29
千葉県千葉市稲
毛区弥生町1番33
号

　地球環境科学専攻 2 81 - 162
修士
（理学）
（工学）
（学術）

0.80 0.71 - 平成29 同上

　先進理化学専攻 2 207 - 414
修士
（理学）
（工学）
（学術）

0.98 1.02 - 平成29 同上

　創成工学専攻 2 117 - 234
修士
（工学）
（学術）

0.96 0.99 - 平成29 同上

　基幹工学専攻 2 150 - 300
修士
（工学）
（学術）

1.00 1.00 - 平成29 同上

融合理工学府
〔博士後期〕

　数学情報科学専攻 3 9 - 27
博士
（理学）
（工学）
（学術）

0.77 0.22 - 平成29 同上

　地球環境科学専攻 3 15 - 45
博士
（理学）
（工学）
（学術）

0.62 0.60 - 平成29 同上

　先進理化学専攻 3 29 - 87
博士
（理学）
（工学）
（学術）

0.64 0.51 - 平成29 同上

　創成工学専攻 3 18 - 54
博士
（工学）
（学術）

0.90 0.83 - 平成29 同上

　基幹工学専攻 3 17 - 51
博士
（工学）
（学術）

0.93 0.82 - 平成29 同上

理学研究科〔博士後期〕

　基盤理学専攻 3 - - -
博士
（学術）
（理学）

- - - 平成19 同上
平成29年度学生
募集停止

　地球生命圏科学専攻 3 - - -
博士
（学術）
（理学）

- - - 平成19 同上 同上

工学研究科〔博士後期〕

　建築・都市科学専攻 3 - - -
博士
（学術）
（工学）

- - - 平成19 同上
平成29年度学生
募集停止

　デザイン科学専攻 3 - - -
博士
（学術）
（工学）

- - - 平成19 同上 同上

　人工システム科学専攻 3 - - -
博士
（学術）
（工学）

- - - 平成19 同上 同上

　共生応用化学専攻 3 - - -
博士
（学術）
（工学）

- - - 平成19 同上 同上

園芸学研究科〔博士前期〕

　環境園芸学専攻 2 105 - 210

修士
（学術）
（農学）

（ランドス
ケープ学）

0.88 0.94 - 平成19
千葉県松戸市松
戸648番地

園芸学研究科〔博士後期〕

　環境園芸学専攻 3 18 - 54

修士
（学術）
（農学）

（ランドス
ケープ学）

0.90 0.55 - 平成19 同上

融合科学研究科
〔博士後期〕

　ナノサイエンス専攻 3 - - -

博士
（学術）
（理学）
（工学）
（農学）

- - - 平成19 同上
平成29年度学生
募集停止

　情報科学専攻 3 - - -
博士
（学術）
（工学）

- - - 平成19 同上 同上
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医学薬学府〔修士〕

　医科学専攻 2 27 - 54 修士
（医科学）

0.92 1.03 - 平成17
千葉県千葉市中
央区亥鼻1丁目8
番1号

　総合薬品科学専攻 2 50 - 100 修士
（薬科学）

0.91 0.86 - 平成13 同上

医学薬学府〔4年博士〕

　先端医学薬学専攻 4 108 - 432
博士
（医学）
（薬学）

1.07 1.05 - 平成24 同上

　先進予防医学共同専攻 4 10 - 40 博士
（医学）

1.05 1.00 - 平成28 同上

　先端生命科学専攻 4 - - -
博士
（医学）

（医薬学）

- - - 平成13 同上
平成24年度学生
募集停止

医学薬学府
〔後期3年博士〕

　先端創薬科学専攻 3 15 - 45 博士
（薬科学）

0.95 0.93 - 平成24 同上

看護学研究科〔修士〕

　 看護システム
　 管理学専攻

3 - - - 修士
（看護学）

- - - 平成14
令和3年度学生募
集停止

看護学研究科
〔博士前期〕

　 看護学専攻 2 40 - 65 修士
（看護学）

0.80 0.85 令和3 昭和54 同上

看護学研究科
〔博士後期〕

　 看護学専攻 3 15 - 39 博士
（看護学）

1.10 1.06 令和3 平成5 同上

看護学研究科〔5年
一貫制博士課程〕

　 共同災害看護学専攻 5 - - - 博士
（看護学）

- - - 平成26 同上
令和3年度学生募
集停止

総合国際学位プログラム 2 5 - 10 修士
（学術）

0.90 0.60 令和2
千葉県千葉市稲
毛区弥生町1番33
号

令和2年度設置

大学院全体 - 1,287 - 2,980 - - - - - -

（注）・本調査の対象となっている大学等の設置者が既に設置している全ての大学（大学院含む）、短期大学及び

　　　　高等専門学校についてそれぞれの学校ごとに、報告年度の５月１日現在の状況を記入してください。

　　　　（専攻科及び別科を除く）。なお、調査対象の学科等が設置されている大学から順に記載してください

　　　・学部の学科または研究科の専攻等、「入学定員を定めている組織」ごとに全ての組織を記入してください。

　　　　※「入学定員を定めている組織」ごとには、課程認定等によりコース・専攻に入学定員を定めている

　　　　　場合を含めます。履修上の区分としてコース・専攻を設けている場合は含めません。

　　　・本年度ＡＣ対象となる学部等については、必ず下線を引いてください。

　　　・「平均入学定員超過率」には、報告年度（令和３年度）から起算した修業年限に相当する期間の

　　　　入学定員超過率の平均を記載してください。

　　　・「備考」の欄については、学年進行中の入学定員の増減や学生募集停止など、収容定員に影響のある情報を

　　　　記入してください。

千葉県千葉市中
央区亥鼻1丁目8
番1号
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５　教員組織の状況

＜看護学研究科　看護学専攻（博士前期課程）＞

（１）－① 担当教員表

【認可時又は届出時】 【令和３年度】

専 教授

中 村　伸 枝

＜令和3年4月＞
博士（看護学）

専

看護学研究Ⅱ
コンサルテーション
先端実践看護学Ⅰ
先端実践看護学Ⅱ
特定看護実践論Ⅱ
ｺﾝﾌｫｰﾄｹｱ科目群
看護研究演習
特定看護実習
特定看護演習
理論開発特別研究
特定看護課題研究
Independent Study in Nursing

教授

正 木　治 恵

＜令和3年4月＞
博士（保健学）

専

教授

中 村　伸 枝

＜令和3年4月＞
博士（看護学）

ナーシング・フィジカル・アセスメ
ント
先端実践看護学Ⅰ
先端実践看護学Ⅱ
小児看護学A
小児看護学B
小児と環境の査定
小児の病態・治療
小児の保健・医療制度
看護研究演習
看護学実習Ⅰ
看護学実習Ⅱ
看護学実習Ⅲ
看護学演習
理論開発特別研究
専門看護特別研究

ナーシング・フィジカル・アセスメ
ント
先端実践看護学Ⅰ
先端実践看護学Ⅱ
小児看護学A
小児看護学B
小児と環境の査定
小児の病態・治療
小児の保健・医療制度
看護研究演習
看護学実習Ⅰ
看護学実習Ⅱ
看護学実習Ⅲ
看護学演習
理論開発特別研究
専門看護特別研究

教授

正 木　治 恵

＜令和3年4月＞
博士（保健学）

看護学研究Ⅱ
コンサルテーション
先端実践看護学Ⅰ
先端実践看護学Ⅱ
特定看護実践論Ⅱ
ｺﾝﾌｫｰﾄｹｱ科目群
看護研究演習
特定看護実習
特定看護演習
理論開発特別研究
特定看護課題研究
Independent Study in Nursing

専

の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名
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の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名

専 教授

岡 田　忍

＜令和3年4月＞
博士（医学）

臨床病態学
e-learning・演習臨床病態生理学
e-learning・演習疾病臨床病態学
先端実践看護学Ⅰ
先端実践看護学Ⅱ
特定看護実践論Ⅰ
ﾘｶﾊﾞﾘｰｹｱ科目群
看護研究演習
特定看護実習
特定看護演習
理論開発特別研究
特定看護課題研究
Special Topics in Nursing
Research
Independent Study in Nursing
Advanced Nursing Research
Nursing Ⅰ
Nursing Ⅱ
Graduate Seminar Ⅰ(Cultural
Nursing Studies)
Graduate Seminar Ⅱ
Master' s Thesis

臨床病態学
e-learning・演習臨床病態生理学
e-learning・演習疾病臨床病態学
先端実践看護学Ⅰ
先端実践看護学Ⅱ
特定看護実践論Ⅰ
ﾘｶﾊﾞﾘｰｹｱ科目群
看護研究演習
特定看護実習
特定看護演習
理論開発特別研究
特定看護課題研究
Special Topics in Nursing
Research
Independent Study in Nursing
Advanced Nursing Research
Nursing Ⅰ
Nursing Ⅱ
Graduate Seminar Ⅰ(Cultural
Nursing Studies)
Graduate Seminar Ⅱ
Master' s Thesis

専 教授

岡 田　忍

＜令和3年4月＞
博士（医学）

専 教授

増 島　麻 里 子

＜令和3年4月＞
博士（看護学）

看護学研究Ⅱ
先端実践看護学Ⅰ
先端実践看護学Ⅱ
成人看護学A
成人看護学B
臨床腫瘍学概論
腫瘍医療ケアコーディネーション
ｴﾝﾄﾞｵﾌﾞﾗｲﾌｹｱ看護学
看護研究演習
看護学実習Ⅰ
看護学実習Ⅱ
看護学実習Ⅲ
看護学演習
理論開発特別研究
専門看護特別研究
Issues and Trends in Nursing
Independent Study in Nursing
Nursing Ⅰ
Nursing Ⅱ
Graduate Seminar Ⅱ
Master' s Thesis

看護学研究Ⅱ
先端実践看護学Ⅰ
先端実践看護学Ⅱ
成人看護学A
成人看護学B
臨床腫瘍学概論
腫瘍医療ケアコーディネーション
ｴﾝﾄﾞｵﾌﾞﾗｲﾌｹｱ看護学
看護研究演習
看護学実習Ⅰ
看護学実習Ⅱ
看護学実習Ⅲ
看護学演習
理論開発特別研究
専門看護特別研究
Issues and Trends in Nursing
Independent Study in Nursing
Nursing Ⅰ
Nursing Ⅱ
Graduate Seminar Ⅱ
Master' s Thesis

専 教授

増 島　麻 里 子

＜令和3年4月＞
博士（看護学）
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の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名

看護学研究Ⅰ
看護学研究Ⅳ
生活創成看護学Ⅰ
生活創成看護管理学Ⅰ
生活創成看護管理学Ⅱ
看護研究演習
看護管理学演習
理論開発特別研究
看護管理課題研究
Independent Study in Nursing

専 教授

諏 訪　さ ゆ り

＜令和3年4月＞
博士（保健学）

専

専 教授

眞 嶋　朋 子

＜令和3年4月＞
博士（看護学）

看護革新力の基礎
e-learning・演習臨床推論
e-learning・演習ﾌｨｼﾞｶﾙｱｾｽﾒﾝﾄ
e-learning・演習臨床病態生理学
e-learning・演習疾病臨床病態学
e-learning・演習臨床薬理学
e-learning・医療安全学
先端実践看護学Ⅰ
先端実践看護学Ⅱ
成人看護学A
成人看護学B
臨床腫瘍学概論
腫瘍医療ケアコーディネーション
ｸﾘﾃｨｶﾙｹｱ科目群
看護研究演習
看護学実習Ⅰ
看護学実習Ⅱ
看護学実習Ⅲ
看護学演習
特定看護実習
特定看護演習
理論開発特別研究
専門看護特別研究
特定看護課題研究
Independent Study in Nursing
Nursing Ⅰ
Nursing Ⅱ
Graduate Seminar Ⅱ
Master' s Thesis

看護革新力の基礎
e-learning・演習臨床推論
e-learning・演習ﾌｨｼﾞｶﾙｱｾｽﾒﾝﾄ
e-learning・演習臨床病態生理学
e-learning・演習疾病臨床病態学
e-learning・演習臨床薬理学
e-learning・医療安全学
先端実践看護学Ⅰ
先端実践看護学Ⅱ
成人看護学A
成人看護学B
臨床腫瘍学概論
腫瘍医療ケアコーディネーション
ｸﾘﾃｨｶﾙｹｱ科目群
看護研究演習
看護学実習Ⅰ
看護学実習Ⅱ
看護学実習Ⅲ
看護学演習
特定看護実習
特定看護演習
理論開発特別研究
専門看護特別研究
特定看護課題研究
Independent Study in Nursing
Nursing Ⅰ
Nursing Ⅱ
Graduate Seminar Ⅱ
Master' s Thesis

専 教授

眞 嶋　朋 子

＜令和3年4月＞
博士（看護学）

教授

諏 訪　さ ゆ り

＜令和3年4月＞
博士（保健学）

看護学研究Ⅰ
看護学研究Ⅳ
生活創成看護学Ⅰ
生活創成看護管理学Ⅰ
生活創成看護管理学Ⅱ
看護研究演習
看護管理学演習
理論開発特別研究
看護管理課題研究
Independent Study in Nursing

18



の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名

専 教授

森　恵 美

＜令和3年4月＞
博士（医学）

看護学研究Ⅲ
看護専門職論
生活創成看護学Ⅰ
生活創成看護管理学Ⅰ
生活創成看護管理学Ⅱ
看護研究演習
看護管理学演習
理論開発特別研究
看護管理課題研究
Advanced Nursing Research

専 教授

森　恵 美

＜令和3年4月＞
博士（医学）

看護学研究Ⅲ
看護専門職論
生活創成看護学Ⅰ
生活創成看護管理学Ⅰ
生活創成看護管理学Ⅱ
看護研究演習
看護管理学演習
理論開発特別研究
看護管理課題研究
Advanced Nursing Research

専 教授

小 宮 山　政 敏

＜令和3年4月＞
博士（医学）

アカデミック・コミュニケーション
Ⅲ
臨床薬理学
生活創成看護学Ⅰ
特定看護実践論Ⅱ
ｸﾘﾃｨｶﾙｹｱ科目群
看護研究演習
特定看護実習
特定看護演習
理論開発特別研究
特定看護課題研究

アカデミック・コミュニケーション
Ⅲ
臨床薬理学
生活創成看護学Ⅰ
特定看護実践論Ⅱ
ｸﾘﾃｨｶﾙｹｱ科目群
看護研究演習
特定看護実習
特定看護演習
理論開発特別研究
特定看護課題研究

専 教授

小 宮 山　政 敏

＜令和3年4月＞
博士（医学）

専 教授

石 丸　美 奈

＜令和3年4月＞
博士（看護学）

看護学研究Ⅲ
地域包括ケア論
生活創成看護学Ⅰ
生活創成看護学Ⅱ
生活創成看護管理学Ⅰ
生活創成看護管理学Ⅱ
看護研究演習
看護管理学演習
理論開発特別研究
看護管理課題研究
Community health nursing
administration
Independent Study in Nursing
Nursing Ⅰ
Nursing Ⅱ
Graduate Seminar Ⅱ
Master' s Thesis

看護学研究Ⅲ
地域包括ケア論
生活創成看護学Ⅰ
生活創成看護学Ⅱ
生活創成看護管理学Ⅰ
生活創成看護管理学Ⅱ
看護研究演習
看護管理学演習
理論開発特別研究
看護管理課題研究
Community health nursing
administration
Independent Study in Nursing
Nursing Ⅰ
Nursing Ⅱ
Graduate Seminar Ⅱ
Master' s Thesis

専 教授

石 丸　美 奈

＜令和3年4月＞
博士（看護学）
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の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名

専 教授

宮 﨑　美 砂 子
 

＜令和3年4月＞
博士（看護学）

専 教授

中 山　登 志 子

＜令和3年4月＞
博士（看護学）

看護革新力の基礎
看護教育学
看護専門職論
文化創成看護学Ⅰ
文化創成看護学Ⅱ
文化創成看護管理学Ⅰ
文化創成看護管理学Ⅱ
看護研究演習
看護管理学演習
理論開発特別研究
看護管理課題研究

看護革新力の基礎
看護教育学
看護専門職論
文化創成看護学Ⅰ
文化創成看護学Ⅱ
文化創成看護管理学Ⅰ
文化創成看護管理学Ⅱ
看護研究演習
看護管理学演習
理論開発特別研究
看護管理課題研究

専 教授

中 山　登 志 子

＜令和3年4月＞
博士（看護学）

専 教授

山 本　利 江

＜令和3年4月＞
博士（看護学）

専 教授

北 池　正

＜令和3年4月＞
博士（保健学）

看護学研究Ⅰ
生活創成看護学Ⅰ
生活創成看護管理学Ⅰ
生活創成看護管理学Ⅱ
看護研究演習
看護管理学演習
理論開発特別研究
看護管理課題研究

看護学研究Ⅰ
生活創成看護学Ⅰ
生活創成看護管理学Ⅰ
生活創成看護管理学Ⅱ
看護研究演習
看護管理学演習
理論開発特別研究
看護管理課題研究

専 教授

北 池　正

＜令和3年4月＞
博士（保健学）

専 教授

山 本　利 江

＜令和3年4月＞
博士（看護学）

看護理論
文化創成看護学Ⅰ
文化創成看護学Ⅱ
特定看護実践論Ⅰ
ﾘｶﾊﾞﾘｰｹｱ科目群
看護研究演習
特定看護実習
特定看護演習
理論開発特別研究
特定看護課題研究

看護理論
文化創成看護学Ⅰ
文化創成看護学Ⅱ
特定看護実践論Ⅰ
ﾘｶﾊﾞﾘｰｹｱ科目群
看護研究演習
特定看護実習
特定看護演習
理論開発特別研究
特定看護課題研究

専 教授

宮 﨑　美 砂 子
 

＜令和3年4月＞
博士（看護学）

看護学研究Ⅳ
災害マネジメント論
災害看護活動論（復旧・復興）
生活創成看護学Ⅰ
生活創成看護管理学Ⅰ
生活創成看護管理学Ⅱ
看護研究演習
看護管理学演習
理論開発特別研究
看護管理課題研究

看護学研究Ⅳ
災害マネジメント論
災害看護活動論（復旧・復興）
生活創成看護学Ⅰ
生活創成看護管理学Ⅰ
生活創成看護管理学Ⅱ
看護研究演習
看護管理学演習
理論開発特別研究
看護管理課題研究
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の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名

専 教授

野 地　有 子

＜令和3年4月＞
博士（保健学）

文化創成看護学Ⅰ
文化創成看護学Ⅱ
文化創成看護管理学Ⅰ
文化創成看護管理学Ⅱ
看護研究演習
看護管理学演習
理論開発特別研究
看護管理課題研究
Community health nursing
administration
Advanced Nursing Research

文化創成看護学Ⅰ
文化創成看護学Ⅱ
文化創成看護管理学Ⅰ
文化創成看護管理学Ⅱ
看護研究演習
看護管理学演習
理論開発特別研究
看護管理課題研究
Community health nursing
administration
Advanced Nursing Research

専 教授

野 地　有 子

＜令和3年4月＞
博士（保健学）

専 教授

酒 井　郁 子

＜令和3年4月＞
博士（保健学）

専 教授

手 島　恵

＜令和3年4月＞
看護学修士

看護革新力の基礎
看護管理学
看護倫理
看護専門職論
文化創成看護学Ⅰ
文化創成看護学Ⅱ
文化創成看護管理学Ⅰ
文化創成看護管理学Ⅱ
看護研究演習
看護管理学演習
理論開発特別研究
看護管理課題研究

看護革新力の基礎
看護管理学
看護倫理
看護専門職論
文化創成看護学Ⅰ
文化創成看護学Ⅱ
文化創成看護管理学Ⅰ
文化創成看護管理学Ⅱ
看護研究演習
看護管理学演習
理論開発特別研究
看護管理課題研究

専 教授

手 島　恵

＜令和3年4月＞
看護学修士

専 教授

酒 井　郁 子

＜令和3年4月＞
博士（保健学）

EBP実装
プロジェクト・マネジメント
看護管理学
専門職連携教育論
専門職連携実践論
e-learning・演習臨床推論
e-learning・演習ﾌｨｼﾞｶﾙｱｾｽﾒﾝﾄ
e-learning・演習臨床病態生理学
e-learning・演習疾病臨床病態学
e-learning・演習臨床薬理学
e-learning・医療安全学
災害専門職連携演習
生活創成看護学Ⅰ
特定看護実践論Ⅰ
特定看護実践論Ⅱ
ﾛﾝｸﾞﾀｰﾑｹｱ科目群
看護研究演習
特定看護実習
特定看護演習
理論開発特別研究
特定看護課題研究

アカデミック・コミュニケーショ
ンⅢ
EBP実装
プロジェクト・マネジメント
看護管理学
専門職連携教育論
専門職連携実践論
e-learning・演習臨床推論
e-learning・演習ﾌｨｼﾞｶﾙｱｾｽﾒﾝﾄ
e-learning・演習臨床病態生理学
e-learning・演習疾病臨床病態学
e-learning・演習臨床薬理学
e-learning・医療安全学
災害専門職連携演習
生活創成看護学Ⅰ
特定看護実践論Ⅰ
特定看護実践論Ⅱ
ﾛﾝｸﾞﾀｰﾑｹｱ科目群
看護研究演習
特定看護実習
特定看護演習
理論開発特別研究
特定看護課題研究

21



の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名

専 准教授

田中　裕二

＜令和3年4月＞
博士（医学）

看護学研究Ⅰ
e-learning・演習臨床推論
e-learning・演習ﾌｨｼﾞｶﾙｱｾｽﾒﾝﾄ
e-learning・演習臨床病態生理学
e-learning・演習疾病臨床病態学
e-learning・演習臨床薬理学
e-learning・医療安全学
生活創成看護学Ⅱ
生活創成看護管理学Ⅰ
生活創成看護管理学Ⅱ
看護研究演習
看護管理学演習
理論開発特別研究
看護管理課題研究

看護学研究Ⅰ
e-learning・演習臨床推論
e-learning・演習ﾌｨｼﾞｶﾙｱｾｽﾒﾝﾄ
e-learning・演習臨床病態生理学
e-learning・演習疾病臨床病態学
e-learning・演習臨床薬理学
e-learning・医療安全学
生活創成看護学Ⅱ
生活創成看護管理学Ⅰ
生活創成看護管理学Ⅱ
看護研究演習
看護管理学演習
理論開発特別研究
看護管理課題研究

専 准教授

田中　裕二

＜令和3年4月＞
博士（医学）

専 准教授

石 橋　み ゆ き
 

＜令和3年4月＞
博士（看護学）

看護専門職論
災害マネジメント論
災害看護活動論（復旧・復興）
看護政策
先端実践看護学Ⅰ
先端実践看護学Ⅱ
先端実践看護管理学Ⅰ
先端実践看護管理学Ⅱ
腫瘍医療ケアコーディネーション
ｴﾝﾄﾞｵﾌﾞﾗｲﾌｹｱ看護学
看護研究演習
看護管理学演習
看護管理課題研究

看護専門職論
災害マネジメント論
災害看護活動論（復旧・復興）
看護政策
先端実践看護学Ⅰ
先端実践看護学Ⅱ
先端実践看護管理学Ⅰ
先端実践看護管理学Ⅱ
腫瘍医療ケアコーディネーション
ｴﾝﾄﾞｵﾌﾞﾗｲﾌｹｱ看護学
看護研究演習
看護管理学演習
看護管理課題研究

専 准教授

石 橋　み ゆ き
 

＜令和3年4月＞
博士（看護学）

看護革新力の基礎
看護理論
組織マネジメント論
看護政策
文化創成看護学Ⅰ
文化創成看護学Ⅱ
文化創成看護管理学Ⅰ
文化創成看護管理学Ⅱ
看護研究演習
看護管理学演習
理論開発特別研究
看護管理課題研究
Theoretical Bases for Nursing
Education

専 教授

和 住　淑 子

＜令和3年4月＞
博士（看護学）

専 教授

和 住　淑 子

＜令和3年4月＞
博士（看護学）

看護革新力の基礎
看護理論
組織マネジメント論
看護政策
文化創成看護学Ⅰ
文化創成看護学Ⅱ
文化創成看護管理学Ⅰ
文化創成看護管理学Ⅱ
看護研究演習
看護管理学演習
理論開発特別研究
看護管理課題研究
Theoretical Bases for Nursing
Education
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の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名

アカデミック・コミュニケーション
Ⅰ
アカデミック・コミュニケーション
Ⅱ
アカデミック・コミュニケーション
Ⅲ
生活創成看護学Ⅱ
生活創成看護管理学Ⅰ
生活創成看護管理学Ⅱ

専 准教授

岩 田　裕 子

＜令和3年4月＞
Doctor of Philosophy（米国）

専 教授

池 崎　澄 江

＜令和3年4月＞
博士（医学）

看護学研究Ⅰ
看護学研究Ⅱ
EBP実装
看護政策
生活創成看護学Ⅱ
生活創成看護管理学Ⅰ
生活創成看護管理学Ⅱ
ｴﾝﾄﾞｵﾌﾞﾗｲﾌｹｱ看護学
看護研究演習
看護管理学演習
理論開発特別研究
看護管理課題研究
Advanced Nursing Research

看護学研究Ⅰ
看護学研究Ⅱ
EBP実装
看護政策
生活創成看護学Ⅱ
生活創成看護管理学Ⅰ
生活創成看護管理学Ⅱ
ｴﾝﾄﾞｵﾌﾞﾗｲﾌｹｱ看護学
看護研究演習
看護管理学演習
理論開発特別研究
看護管理課題研究
Advanced Nursing Research

専 准教授

池 崎　澄 江

＜令和3年4月＞
博士（医学）

看護学研究Ⅱ
アカデミック・コミュニケーション
Ⅲ
地域包括ケア論
生活創成看護学Ⅱ
特定看護実践論Ⅱ
ｺﾝﾌｫｰﾄｹｱ科目群
看護研究演習
特定看護実習
特定看護演習
理論開発特別研究
特定看護課題研究
Issues and Trends in Nursing

専 准教授

辻 村　真 由 子

＜令和3年4月＞
博士（看護学）
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の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名

専 准教授

黒 田（垣 本）　久 美 子

＜令和3年4月＞
博士（看護学）

看護学研究Ⅳ
組織マネジメント論
先端実践看護学Ⅰ
先端実践看護学Ⅱ
先端実践看護管理学Ⅰ
先端実践看護管理学Ⅱ
看護研究演習
看護管理学演習
理論開発特別研究
看護管理課題研究

看護学研究Ⅳ
組織マネジメント論
先端実践看護学Ⅰ
先端実践看護学Ⅱ
先端実践看護管理学Ⅰ
先端実践看護管理学Ⅱ
看護研究演習
看護管理学演習
理論開発特別研究
看護管理課題研究

専 准教授

黒 田（垣 本）　久 美 子

＜令和3年4月＞
博士（看護学）

専 准教授

佐 藤　奈 保

＜令和3年4月＞
博士（看護学）

看護学研究Ⅱ
アカデミック・コミュニケーション
Ⅰ
アカデミック・コミュニケーション
Ⅱ
災害マネジメント論
災害看護活動論（復旧・復興）
先端実践看護学Ⅰ
先端実践看護学Ⅱ
小児看護学A
小児看護学B
小児と環境の査定
小児の病態・治療
小児の保健・医療制度
看護研究演習
看護学実習Ⅰ
看護学実習Ⅱ
看護学実習Ⅲ
看護学演習
理論開発特別研究
専門看護特別研究
Advanced Nursing Research

看護学研究Ⅱ
アカデミック・コミュニケーション
Ⅰ
アカデミック・コミュニケーション
Ⅱ
災害マネジメント論
災害看護活動論（復旧・復興）
先端実践看護学Ⅰ
先端実践看護学Ⅱ
小児看護学A
小児看護学B
小児と環境の査定
小児の病態・治療
小児の保健・医療制度
看護研究演習
看護学実習Ⅰ
看護学実習Ⅱ
看護学実習Ⅲ
看護学演習
理論開発特別研究
専門看護特別研究
Advanced Nursing Research

専 准教授

佐 藤　奈 保

＜令和3年4月＞
博士（看護学）

専 准教授

斉 藤　し の ぶ

＜令和3年4月＞
博士（看護学）

看護革新力の基礎
看護政策
文化創成看護学Ⅰ
文化創成看護学Ⅱ
文化創成看護管理学Ⅰ
文化創成看護管理学Ⅱ
看護研究演習
看護管理学演習
理論開発特別研究
看護管理課題研究

看護革新力の基礎
看護政策
文化創成看護学Ⅰ
文化創成看護学Ⅱ
文化創成看護管理学Ⅰ
文化創成看護管理学Ⅱ
看護研究演習
看護管理学演習
理論開発特別研究
看護管理課題研究

専 准教授

斉 藤　し の ぶ

＜令和3年4月＞
博士（看護学）
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の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名

専 准教授

杉 田　由 加 里

＜令和3年4月＞
博士（看護学）

看護学研究Ⅳ
プロジェクト・マネジメント
組織マネジメント論
文化創成看護学Ⅰ
文化創成看護学Ⅱ
文化創成看護管理学Ⅰ
文化創成看護管理学Ⅱ
看護研究演習
理論開発特別研究
Issues and Trends in Nursing

看護学研究Ⅳ
プロジェクト・マネジメント
組織マネジメント論
文化創成看護学Ⅰ
文化創成看護学Ⅱ
文化創成看護管理学Ⅰ
文化創成看護管理学Ⅱ
看護研究演習
理論開発特別研究
Issues and Trends in Nursing

専 准教授

杉 田　由 加 里

＜令和3年4月＞
博士（看護学）

専 准教授

井 出（竹 内）　成 美

＜令和3年4月＞
博士（看護学）

看護学研究Ⅲ
専門職連携教育論
専門職連携実践論
災害専門職連携演習
地域包括ケア論
文化創成看護学Ⅰ
文化創成看護学Ⅱ
文化創成看護管理学Ⅰ
文化創成看護管理学Ⅱ
看護研究演習
看護管理学演習
理論開発特別研究
看護管理課題研究

看護学研究Ⅲ
専門職連携教育論
専門職連携実践論
災害専門職連携演習
地域包括ケア論
文化創成看護学Ⅰ
文化創成看護学Ⅱ
文化創成看護管理学Ⅰ
文化創成看護管理学Ⅱ
看護研究演習
看護管理学演習
理論開発特別研究
看護管理課題研究

専 准教授

井 出（竹 内）　成 美

＜令和3年4月＞
博士（看護学）

専 准教授

錢　淑 君
(57)

＜令和3年4月＞
博士（看護学）

看護革新力の基礎
文化創成看護学Ⅰ
文化創成看護学Ⅱ
文化創成看護管理学Ⅰ
文化創成看護管理学Ⅱ
看護研究演習
看護管理学演習
理論開発特別研究
看護管理課題研究
Advanced Nursing Research

看護革新力の基礎
文化創成看護学Ⅰ
文化創成看護学Ⅱ
文化創成看護管理学Ⅰ
文化創成看護管理学Ⅱ
看護研究演習
看護管理学演習
理論開発特別研究
看護管理課題研究
Advanced Nursing Research

専 准教授

錢　淑 君
(57)

＜令和3年4月＞
博士（看護学）
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の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名

専 講師

髙 木　夏 恵

＜令和3年4月＞
修士（看護学）

看護革新力の基礎
看護政策
文化創成看護管理学Ⅰ
文化創成看護管理学Ⅱ

看護革新力の基礎
看護政策
文化創成看護管理学Ⅰ
文化創成看護管理学Ⅱ

専 講師

髙 木　夏 恵

＜令和3年4月＞
修士（看護学）

専 講師

飯 野　理 恵

＜令和3年4月＞
博士（看護学）

看護学研究Ⅲ
看護学研究Ⅳ
プロジェクト・マネジメント
看護管理学
専門職連携教育論
専門職連携実践論
組織マネジメント論
地域包括ケア論
文化創成看護学Ⅰ
文化創成看護学Ⅱ
文化創成看護管理学Ⅰ
文化創成看護管理学Ⅱ
看護研究演習
看護管理学演習
理論開発特別研究
看護管理課題研究

看護学研究Ⅲ
看護学研究Ⅳ
アカデミック・コミュニケーショ
ンⅢ
プロジェクト・マネジメント
看護管理学
専門職連携教育論
専門職連携実践論
組織マネジメント論
地域包括ケア論
文化創成看護学Ⅰ
文化創成看護学Ⅱ
文化創成看護管理学Ⅰ
文化創成看護管理学Ⅱ
看護研究演習
看護管理学演習
理論開発特別研究
看護管理課題研究

専 講師

飯 野　理 恵

＜令和3年4月＞
博士（看護学）

専 講師

野 﨑　章 子

＜令和3年4月＞
博士（看護学）

生活創成看護学Ⅱ
特定看護実践論Ⅰ
ｺﾝﾌｫｰﾄｹｱ科目群
特定看護実習

生活創成看護学Ⅱ
特定看護実践論Ⅰ
ｺﾝﾌｫｰﾄｹｱ科目群
特定看護実習

専 講師

野 﨑　章 子

＜令和3年4月＞
博士（看護学）

専 講師

小 川　俊 子

＜令和3年4月＞
博士（看護学）

看護学研究Ⅲ
e-learning・演習臨床病態生理学
e-learning・演習疾病臨床病態学
e-learning・医療安全学
先端実践看護学Ⅰ
先端実践看護学Ⅱ
生活創成看護管理学Ⅰ
生活創成看護管理学Ⅱ

看護学研究Ⅲ
e-learning・演習臨床病態生理学
e-learning・演習疾病臨床病態学
e-learning・医療安全学
先端実践看護学Ⅰ
先端実践看護学Ⅱ
生活創成看護管理学Ⅰ
生活創成看護管理学Ⅱ

専 講師

小 川　俊 子

＜令和3年4月＞
博士（看護学）
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の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名

専 助教

佐 野　元 洋

＜令和3年4月＞
博士（看護学）

看護学研究Ⅱ
e-learning・演習臨床推論
e-learning・演習ﾌｨｼﾞｶﾙｱｾｽﾒﾝﾄ
e-learning・演習臨床病態生理学
e-learning・演習疾病臨床病態学
e-learning・演習臨床薬理学
e-learning・医療安全学
先端実践看護学Ⅰ
先端実践看護学Ⅱ
特定看護実践論Ⅱ
ｸﾘﾃｨｶﾙｹｱ科目群

看護学研究Ⅱ
e-learning・演習臨床推論
e-learning・演習ﾌｨｼﾞｶﾙｱｾｽﾒﾝﾄ
e-learning・演習臨床病態生理学
e-learning・演習疾病臨床病態学
e-learning・演習臨床薬理学
e-learning・医療安全学
先端実践看護学Ⅰ
先端実践看護学Ⅱ
特定看護実践論Ⅱ
ｸﾘﾃｨｶﾙｹｱ科目群

専 助教

佐 野　元 洋

＜令和3年4月＞
博士（看護学）

専 助教

楠　潤 子

＜令和3年4月＞
修士（看護学）

看護学研究Ⅱ
先端実践看護学Ⅰ
先端実践看護学Ⅱ
成人看護学A

看護学研究Ⅱ
先端実践看護学Ⅰ
先端実践看護学Ⅱ
成人看護学A

専 助教

楠　潤 子

＜令和3年4月＞
修士（看護学）

専 講師

臼 井　い づ み

＜令和3年4月＞
修士（看護学）

専門職連携教育論
専門職連携実践論
災害専門職連携演習

専門職連携教育論
専門職連携実践論
災害専門職連携演習

専 講師

臼 井　い づ み

＜令和3年4月＞
修士（看護学）

専 講師

今 村　恵 美 子

＜令和3年4月＞
DOCTOR OF PHILOSOPHY in the
field of NURSING（米国）

アカデミック・コミュニケーション
Ⅰ
アカデミック・コミュニケーション
Ⅱ
看護教育学
地域包括ケア論
生活創成看護学Ⅱ
生活創成看護管理学Ⅰ
生活創成看護管理学Ⅱ
Issues and Trends in Nursing

アカデミック・コミュニケーション
Ⅰ
アカデミック・コミュニケーション
Ⅱ
看護教育学
地域包括ケア論
生活創成看護学Ⅱ
生活創成看護管理学Ⅰ
生活創成看護管理学Ⅱ
Issues and Trends in Nursing

専 講師

今 村　恵 美 子

＜令和3年4月＞
DOCTOR OF PHILOSOPHY in the
field of NURSING（米国）
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の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名

専 助教

中 水 流　彩

＜令和3年4月＞
博士（看護学）

看護学研究Ⅰ
先端実践看護学Ⅰ
先端実践看護学Ⅱ
小児看護学A
小児看護学B
小児と環境の査定
小児の病態・治療
小児の保健・医療制度
看護学実習Ⅰ
看護学実習Ⅱ
看護学実習Ⅲ
看護学演習

看護学研究Ⅰ
先端実践看護学Ⅰ
先端実践看護学Ⅱ
小児看護学A
小児看護学B
小児と環境の査定
小児の病態・治療
小児の保健・医療制度
看護学実習Ⅰ
看護学実習Ⅱ
看護学実習Ⅲ
看護学演習

専 助教

中 水 流　彩

＜令和3年4月＞
博士（看護学）

専 助教

佐 々 木　ち ひ ろ

＜令和3年4月＞
修士（看護学）

コンサルテーション
先端実践看護学Ⅰ
先端実践看護学Ⅱ
特定看護実践論Ⅱ
ﾘｶﾊﾞﾘｰｹｱ科目群
特定看護実習

コンサルテーション
先端実践看護学Ⅰ
先端実践看護学Ⅱ
特定看護実践論Ⅱ
ﾘｶﾊﾞﾘｰｹｱ科目群
特定看護実習

専 助教

佐 々 木　ち ひ ろ

＜令和3年4月＞
修士（看護学）

看護革新力の基礎
看護理論
先端実践看護学Ⅰ
先端実践看護学Ⅱ
特定看護実践論Ⅱ
ﾛﾝｸﾞﾀｰﾑｹｱ科目群
特定看護実習

専 助教

山 﨑　由 利 亜

＜令和3年4月＞
修士（看護学）

専 助教

仲 井　あ や

＜令和3年4月＞
博士（看護学）

看護学研究Ⅰ
ナーシング・フィジカル・アセスメ
ント
e-learning・演習ﾌｨｼﾞｶﾙｱｾｽﾒﾝﾄ
先端実践看護学Ⅰ
先端実践看護学Ⅱ
小児看護学A
小児看護学B
小児と環境の査定
小児の病態・治療
小児の保健・医療制度
看護学実習Ⅰ
看護学実習Ⅱ
看護学実習Ⅲ
看護学演習

看護学研究Ⅰ
ナーシング・フィジカル・アセスメ
ント
e-learning・演習ﾌｨｼﾞｶﾙｱｾｽﾒﾝﾄ
先端実践看護学Ⅰ
先端実践看護学Ⅱ
小児看護学A
小児看護学B
小児と環境の査定
小児の病態・治療
小児の保健・医療制度
看護学実習Ⅰ
看護学実習Ⅱ
看護学実習Ⅲ
看護学演習

専 助教

仲 井　あ や

＜令和3年4月＞
博士（看護学）
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の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名

専 助教

木 村　佳 代 子

＜令和3年4月＞
修士（看護学）

看護学研究Ⅲ
生活創成看護学Ⅱ
生活創成看護管理学Ⅰ
生活創成看護管理学Ⅱ

看護学研究Ⅲ
生活創成看護学Ⅱ
生活創成看護管理学Ⅰ
生活創成看護管理学Ⅱ

木 村　佳 代 子

＜令和3年4月＞
修士（看護学）

専 助教

湯 本　晶 代

＜令和3年4月＞
博士（看護学）

看護学研究Ⅰ
看護学研究Ⅲ
看護革新力の基礎
e-learning・医療安全学
生活創成看護学Ⅱ
生活創成看護管理学Ⅰ
生活創成看護管理学Ⅱ

看護学研究Ⅰ
看護学研究Ⅲ
看護革新力の基礎
e-learning・医療安全学
生活創成看護学Ⅱ
生活創成看護管理学Ⅰ
生活創成看護管理学Ⅱ

湯 本　晶 代

＜令和3年4月＞
博士（看護学）

専 助教

鈴 木　悟 子

＜令和3年4月＞
博士（看護学）

看護学研究Ⅱ
看護革新力の基礎
地域包括ケア論
生活創成看護学Ⅱ
生活創成看護管理学Ⅰ
生活創成看護管理学Ⅱ

看護学研究Ⅱ
看護革新力の基礎
地域包括ケア論
生活創成看護学Ⅱ
生活創成看護管理学Ⅰ
生活創成看護管理学Ⅱ

鈴 木　悟 子

＜令和3年4月＞
博士（看護学）

専 助教

雨 宮（山 下）　歩

＜令和3年4月＞
博士（保健学）

看護学研究Ⅰ
看護学研究Ⅱ
生活創成看護学Ⅱ
特定看護実践論Ⅰ
ﾛﾝｸﾞﾀｰﾑｹｱ科目群
看護研究演習
特定看護実習
特定看護演習
理論開発特別研究
特定看護課題研究

看護学研究Ⅰ
看護学研究Ⅱ
生活創成看護学Ⅱ
特定看護実践論Ⅰ
ﾛﾝｸﾞﾀｰﾑｹｱ科目群
看護研究演習
特定看護実習
特定看護演習
理論開発特別研究
特定看護課題研究

雨 宮（山 下）　歩

＜令和3年4月＞
博士（保健学）

専 助教

専 助教

専 助教

専 助教

専 助教

遠 山　房 絵

＜令和3年4月＞
修士（看護学）

看護学研究Ⅲ
生活創成看護学Ⅱ
生活創成看護管理学Ⅰ
生活創成看護管理学Ⅱ

看護学研究Ⅲ
生活創成看護学Ⅱ
生活創成看護管理学Ⅰ
生活創成看護管理学Ⅱ

専 助教

遠 山　房 絵

＜令和3年4月＞
修士（看護学）
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の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名

専 助教

専 助教

専 助教

看護理論
文化創成看護学Ⅰ
文化創成看護学Ⅱ
文化創成看護管理学Ⅰ
文化創成看護管理学Ⅱ

CASENOVE　DAVID

＜令和3年4月＞
博士（理学）

専 助教

CASENOVE　DAVID

＜令和3年4月＞
博士（理学）

アカデミック・コミュニケーション
Ⅰ
アカデミック・コミュニケーション
Ⅱ
文化創成看護学Ⅰ
文化創成看護学Ⅱ
文化創成看護管理学Ⅰ
文化創成看護管理学Ⅱ

アカデミック・コミュニケーション
Ⅰ
アカデミック・コミュニケーション
Ⅱ
文化創成看護学Ⅰ
文化創成看護学Ⅱ
文化創成看護管理学Ⅰ
文化創成看護管理学Ⅱ

坂 井　文 乃

＜令和3年4月＞
修士（看護学）

専 助教

坂 井　文 乃

＜令和3年4月＞
修士（看護学）

看護学研究Ⅰ
看護理論
地域包括ケア論
生活創成看護学Ⅱ
生活創成看護管理学Ⅰ
生活創成看護管理学Ⅱ

看護学研究Ⅰ
看護理論
地域包括ケア論
生活創成看護学Ⅱ
生活創成看護管理学Ⅰ
生活創成看護管理学Ⅱ

飛 世　真 理 子

＜令和3年4月＞
修士（看護学）

専 助教

飛 世　真 理 子

＜令和3年4月＞
修士（看護学）

看護理論
文化創成看護学Ⅰ
文化創成看護学Ⅱ
文化創成看護管理学Ⅰ
文化創成看護管理学Ⅱ

専 教授

田 上　美 千 佳

＜令和3年4月＞
博士（看護学）

コンサルテーション
看護研究演習
理論開発特別研究
特定看護課題研究

専 准教授

前 原　邦 江

＜令和3年4月＞
博士（看護学）

生活創成看護学Ⅱ
生活創成看護管理学Ⅰ
生活創成看護管理学Ⅱ
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の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名

兼担 教授

兼担 教授

石 井　伊 都 子

＜令和3年4月＞
博士（薬学）

臨床薬理学 臨床薬理学

市 川　智 彦

＜令和3年4月＞
医学博士

兼担

石 井　伊 都 子

＜令和3年4月＞
博士（薬学）

兼担 教授

教授

市 川　智 彦

＜令和3年4月＞
医学博士

ナーシング・フィジカル・アセスメ
ント

ナーシング・フィジカル・アセスメ
ント

専 講師

岩 瀬　靖 子

＜令和3年4月＞
博士（看護学）

生活創成看護学Ⅱ
生活創成看護管理学Ⅰ
生活創成看護管理学Ⅱ

特定看護実践論Ⅰ
特定看護実践論Ⅱ
コンフォートケア科目群

専 助教

鈴 木　美 央

＜令和3年4月＞
博士（看護科学）

生活創成看護学Ⅱ
コンサルテーション

専 助教

佐 伯　昌 俊

＜令和3年4月＞
博士（保健学）

専 助教

宇 田 川　友 佳

＜令和3年4月＞
博士（看護学）

文化創成看護学Ⅰ
文化創成看護学Ⅱ
文化創成看護管理学Ⅰ
文化創成看護管理学Ⅱ
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の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名

兼担 教授

関 谷　昇
 

＜令和3年4月＞
博士（法学）

エンドオブライフケア看護学 エンドオブライフケア看護学
兼担 教授

関 谷　昇
 

＜令和3年4月＞
博士（法学）

兼担 講師

鈴 木　貴 明

＜令和3年4月＞
博士（薬学）

兼担 准教授

鈴 木　貴 明

＜令和3年4月＞
博士（薬学）

臨床薬理学 臨床薬理学

兼担 講師

兼担 教授

瀧 口　裕 一

＜令和3年4月＞
博士（医学）

兼担 教授

瀧 口　裕 一

＜令和3年4月＞
博士（医学）

臨床腫瘍学概論 臨床腫瘍学概論

近 藤　祐 介

＜令和3年4月＞
博士（医学）

兼担 講師

近 藤　祐 介

＜令和3年4月＞
博士（医学）

ナーシング・フィジカル・アセスメ
ント

ナーシング・フィジカル・アセスメ
ント

兼担 講師

平 野　成 樹

＜令和3年4月＞
博士（医学）

兼担 講師

平 野　成 樹

＜令和3年4月＞
博士（医学）

ナーシング・フィジカル・アセスメ
ント

ナーシング・フィジカル・アセスメ
ント

兼担 講師

菱 木　は る か

＜令和3年4月＞
博士（医学）

兼担 講師

菱 木　は る か

＜令和3年4月＞
博士（医学）

ナーシング・フィジカル・アセスメ
ント
小児の病態・治療
看護学実習Ⅰ

ナーシング・フィジカル・アセスメ
ント
小児の病態・治療
看護学実習Ⅰ
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の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名

兼担 准教授

川 瀬　貴 之

＜令和3年4月＞
博士（法学）

兼担 准教授

川 瀬　貴 之

＜令和3年4月＞
博士（法学）

エンドオブライフケア看護学 エンドオブライフケア看護学

兼担 准教授

田 口　奈 津 子

＜令和3年4月＞
博士（医学）

兼担 准教授

田 口　奈 津 子

＜令和3年4月＞
博士（医学）

看護学実習Ⅱ 看護学実習Ⅱ

兼担 助教

橋 本　瑛 子

＜令和3年4月＞
博士（医学）

兼担 助教

橋 本　瑛 子

＜令和3年4月＞
博士（医学）

ナーシング・フィジカル・アセスメ
ント

ナーシング・フィジカル・アセスメ
ント

兼担 助教

杉 山　晴 俊

＜令和3年4月＞
博士（医学）

兼担 助教

杉 山　晴 俊

＜令和3年4月＞
博士（医学）

ナーシング・フィジカル・アセスメ
ント

ナーシング・フィジカル・アセスメ
ント

兼担
 助教
講師

横 内　裕 敬

＜令和3年4月＞
博士（医学）

兼担 講師

横 内　裕 敬

＜令和3年4月＞
博士（医学）

ナーシング・フィジカル・アセスメ
ント

ナーシング・フィジカル・アセスメ
ント

兼担 助教

日 野　も え 子

＜令和3年4月＞
博士（医学）

兼担 助教

日 野　も え 子

＜令和3年4月＞
博士（医学）

小児の病態・治療
看護学実習Ⅰ

小児の病態・治療
看護学実習Ⅰ
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の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名

講師

荻 野　雅

＜令和3年4月＞
博士（看護学）

兼任 講師

荻 野　雅

＜令和3年4月＞
博士（看護学）

コンサルテーション コンサルテーション

兼任 講師

白 坂　誉 子

＜令和3年4月＞
学士（看護学）

兼任 講師

白 坂　誉 子

＜令和3年4月＞
学士（看護学）

ナーシング・フィジカル・アセスメ
ント

ナーシング・フィジカル・アセスメ
ント

兼任 講師

斉 藤　雅 史

＜令和3年4月＞
看護専門学校卒

ナーシング・フィジカル・アセス
メント

初 村　恵

＜令和3年4月＞
修士（看護学）

初 村　恵

＜令和3年4月＞
修士（看護学）

看護政策

兼任 講師

石 井　美 恵 子

＜令和3年4月＞
博士（医学）

兼任 講師

石 井　美 恵 子

＜令和3年4月＞
博士（医学）

看護政策 看護政策

兼任 講師

三 浦　剛

＜令和3年4月＞
博士（医薬学）

兼任

兼任 講師

三 木　明 子

＜令和3年4月＞
博士（保健学）

看護管理学

講師

三 浦　剛

＜令和3年4月＞
博士（医薬学）

臨床薬理学 臨床薬理学

講師兼任
看護政策

講師兼任

兼任
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の別　 の別　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・

兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

兼任　

担当授業科目名

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）
　　　・　認可申請書又は設置届出書の様式第３号（その２の１）に準じて作成してください。
　　　・ 「認可時又は届出時」には 設置認可時又は届出時の教員全て（兼任，兼担教員を含む。）を黒字で記入してくださ
　　　　その上で，認可時又は届出時から変更となっている箇所は太字の赤字としてください。
　　　・  各欄の作成方法は「大学の設置等に係る提出書類作成の手引き」の「教員名簿」を確認してください。
　　　・　年齢は，それぞれの年度の５月１日時点の満年齢を記入してください。
　　　・　専任（専門職大学等は専、実専、実（研）、実み）、兼担、兼任の順に記入してください。
　　　・　不要な年度（平成３０年度開設であれば平成２９年度）の表は適宜削除し、詰めてください。

兼任 講師

吉 富　望

＜令和3年4月＞
修士（安全保障）

組織マネジメント論

兼任 講師

羽 田　雅 史

＜令和3年4月＞
学士（社会学）

看護管理学
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（１）ー②担当教員表に関する変更内容

（注）・  変更内容を箇条書きで記入してください。変更がない年度は「特になし。」と記入してください。

　　　・　不要な年度（令和元年度開設であれば平成３０年度）の表は適宜削除してください。

　　　　 　　　　

　　　・　認可で設置された学部等の専任教員を変更する場合は、当該専任教員が授業を開始する前に必ず「専任教員採用等設置計画変更書」を提出し、

　　　　大学設置・学校法人審議会による教員資格審査（ＡＣ教員審査）を受けてください。ＡＣ教員審査を受けずに専任教員として授業等を担当することは出来ません。

　　　・　「専任教員採用等変更書（ＡＣ）」を提出し「可」の教員判定を受けている場合は「○年○月教員審査済」と記入してください。

　　　　なお、設置認可審査時に教員審査省略となっている場合は、「教員審査省略」と記入してください。

【令和３年度】

・訂正　横内裕敬講師（誤記載）。
・令和２年８月　田上美千佳教授就任。
・令和２年１０月　鈴木貴明講師　准教授昇任。
・令和２年１０月　岩瀬靖子講師就任。
・令和３年２月　辻村真由子准教授退職。
・令和３年３月　池崎澄江准教授　教授昇任。
・令和３年３月　岩田裕子准教授退職。
・令和３年３月　山﨑由利亜助教退職。
・令和３年４月　前原邦江准教授就任。
・令和３年４月　佐伯昌俊助教就任。
・令和３年４月　鈴木美央助教就任。
・令和３年４月　宇田川友佳助教就任。
・令和３年４月　斉藤雅史講師就任。
・令和３年４月　三木明子講師就任。
・令和３年４月　羽田雅史講師就任。
・令和３年４月　吉富望講師就任。
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（注）・　大学院に専攻ごとに置くものとする教員の数について定める件（平成十一年九月十四日文部省告示第百七十五号）により

　　　　算出される教員数を記入してください。

（注）・「設置時の計画」には、設置時に予定されていた完成年度時の人数を記入するとともに、（　）内に開設時の状況を記入してください。

　　　・「現在（報告時）の状況」には、報告年度の５月１日の教員数（実人数）を記入してください。

　　　・「現在（報告時）の完成年度時の状況」には、「現在（報告時）の状況」に記入した数字に、教員審査を受審済みであり、

　　　　完成年度までに就任する教員数を加えた数を記入するとともに、［　］内に設置時の計画との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

　　　・「現在（報告時）の完成年度時の計画」には、予定されている完成年度時の人数を記入するとともに、

　　　　［　］内に設置時の計画との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

　　　・専門職大学院の場合は、「研究指導教員」を「研究者教員」と、「研究指導補助教員」を「実務家教員」と修正して記入してください。

（注）・「年齢構成」には、当該学部における教員の定年に関する規定に基づく定年年齢（特例等による定年年齢ではありません）、

　　　　及び、報告年度の５月１日現在、定年に関する規定に基づく特例等により定年を超えて専任教員として採用されている

　　　　教員数及び完成年度時に定年を超えて専任教員として採用する教員数を記入してください。

　　　・なお、職位等によって定年年齢が異なる場合には、職位ごとの定年年齢を「定年規定の定める定年年齢」に二段書きで記入

　　　　し、「定年を延長している教員数」には合算した数を記入してください。

現在（報告時）の完成年度時の状況（Ｃ） =
設置時の計画（Ａ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

報告時の教員のうち、定年を延長して採用している教員数
現在（報告時）の状況（Ｂ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

現在（報告時）の完成年度時の状況（Ｃ'）
設置時の計画（Ａ'）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

　（２）－⑤　現在（報告時）の状況における定年を延長している教員構成率

=
0

= 0 ％
51

　（２）－⑥　設置時の計画に対する助手充足率

=
0

= #DIV/0! ％
0

歳 名 名

　（２）－④　設置時の計画に対する教員充足率

51
= 106.25 ％

48

　（２）－③　年齢構成

年齢構成

定年規定の定める定
年年齢（歳）

報告時（上記
（Ｂ））の教員のう
ち、定年を延長して
採用している教員数

完成年度時（上記
（Ｃ））の教員う

ち、定年を延長して
採用する教員数

65 0 0

講義のみ担当
の教員数

30 21 0 30 21 0

［ ＋2　］ ［　＋2　］ ［　△1　］

研究指導教員
数

研究指導補助
教員数

講義のみ担当
の教員数

研究指導教員
数

研究指導補助
教員数

［　△1　］ ［ ＋2　］ ［　＋2　］

16 51 0

［ ＋2 ］ ［ △2 ］ ［＋1 ］ ［ ＋2 ］ ［ ＋3 ］ ［　0　］ ［ ＋2 ］ ［ △2 ］ ［＋1 ］ ［ ＋2 ］ ［ ＋3 ］ ［　0　］

19 9 7 16 51 0 19 9 7

現在（報告時）の完成年度時の状況 現在（報告時）の完成年度時の計画

教　授 准教授 講　師 助　教
計

（Ｃ）
助手

（Ｃ'）
教　授 准教授 講　師 助　教

計
（Ｄ）

助手
（Ｄ'）

研究指導教員
数

研究指導補助
教員数

講義のみ担当
の教員数

研究指導教員
数

研究指導補助
教員数

(0)

講義のみ担当
の教員数

28 19 1
30 21 0

(30) (21)

16 51 0

(19) (9) (7) (16) (51) 0

17 11 6 14 48 0
19 9 7

　（２）－②　専任教員等数【大学院】

設　置　時　の　計　画 現在（報告時）の状況

教　授 准教授 講　師 助　教
計

（Ａ）
助手

（Ａ'）
教　授 准教授 講　師 助　教

計
（Ｂ）

助手
（Ｂ'）

（２） 専任教員数等

　（２）－①　設置基準上の必要専任教員数

完成年度時における
設置基準上の必要研

究指導教員数

完成年度時における
設置基準上の必要研
究指導補助教員数

うち、完成年度時に
おける設置基準上の

必要教授数

6 4 6

名 名 名
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時期

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

時期

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

③の合計数（c）

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

辞任した教員数

（３） 専任教員辞任等の理由

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

担当科目数の合計（a）+（b）+（c）就任を辞退した教員数

番　号

①の合計数（a） ②の合計数（b）

職　位 専任教員氏名 必修・選択・自由の別

18 科目

　（３）－①　専任教員の就任辞退（未就任）の理由及び後任補充状況

特定看護実践論Ⅱ ①

必修 ｺﾝﾌｫｰﾄｹｱ科目群 ①

必修 看護研究演習 ①

必修

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに辞任等した場合、赤字にて記入するとともに、「辞任等の理由」

0 計

必修 0

計 0

自由 0自由

0 選択 0

0

選択

0 科目 計

0 人

計

0

選択 0科目

0 科目

0

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

　　　　　に辞任理由等及び（　）書きで報告年度を記入してください。

（注）・　一度就任した後に、定年による退職以外の理由で辞任した全ての専任教員についてに記入してください。

後任補充状況 就任辞退（未就任）の理由担当予定科目

合計（Ｄ） 後任補充状況の集計（Ｅ）

他大学就職のため（３）

選択
アカデミック・コミュ

ニケーションⅢ
①

選択 地域包括ケア論 ①

必修 生活創成看護学Ⅱ ①

必修

人
科目 0

③の合計数（c）

0 自由 0

必修

選択

自由

科目

自由

担当予定科目 後任補充状況

　（３）－②　専任教員辞任の理由及び後任補充状況

3

専任教員氏名 必修・選択・自由の別 辞任等の理由

（注）・　認可時又は届出時以降、就任を辞退した全ての専任教員の就任辞退の理由を具体的に記入してください。

　　　　　「就任辞退（未就任）の理由」に就任辞退の理由等及び（　）書きで報告年度を記入してください。

番　号 職　位

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに就任を辞退した場合、赤字にて記入するとともに、

　　　・　「就任辞退（未就任）」とは、認可又は届出時に就任予定としながら、実際には就任しなかった教員のことです。

　　　　　就任した後に辞任した教員は、以下「（３）－②専任教員辞任の理由及び後任補充状況」に記入してください。

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

担当科目数の合計（a）+（b）+（c）

必修 必修 00

合計（Ｆ） 後任補充状況の集計（Ｇ）

①の合計数（a） ②の合計数（b）

特定看護課題研究 ①

必修 18

自由 0

選択

選択
Issues and Trends in

Nursing
①

2 准教授 岩田　裕子 R3.3

選択
アカデミック・コミュ

ニケーションⅠ
①

1 准教授 辻村　真由子 R3.2

必修 看護学研究Ⅱ ①

特定看護実習 ①

必修 特定看護演習 ①

必修 理論開発特別研究 ①

必修

①

必修 特定看護実習 ①

療養のため（３）

選択
アカデミック・コミュ

ニケーションⅠ
①

選択
アカデミック・コミュ

ニケーションⅠ
①

必修 生活創成看護学ⅡⅡ ①

必修 生活創成看護管理学Ⅰ ①

必修 生活創成看護管理学Ⅱ ①

3 助教 山﨑　由里亜 R3.3

必修 看護革新力の基礎 ①

必修 0

大学院博士後期課程進学のため（３）

選択 看護理論 ①

必修 先端実践看護学Ⅰ ①

必修 先端実践看護学Ⅱ ①

必修 特定看護実践論Ⅱ ①

必修 ﾛﾝｸﾞﾀｰﾑｹｱ科目群

7 科目 選択 7 選択 0 選択 0

必修 必修 0

自由 0 自由 0

計 25 科目 計 25 計 0 計 0

該当なし
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　（３）－③　上記（３）－①　・　（３）－②　の合計

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

　（３）－④　設置時の計画に対する教員辞任率

（３）－③合計（Ｄ）+（Ｆ）
（２）－②設置時の計画（Ａ）

（注）・ 小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

　（３）－⑤　令和2年度報告書から、新たに辞任等した専任教員等の状況

（注）・（３）－①、（３）－②で赤字で記載した専任教員数の合計数を記載してください。

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

（４） 専任教員交代に係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

　　　　今後の方針などを可能な限り具体的に記入してください。

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

科目 自由 0 自由

0 必修 0 必修 0

選択 0 科目 選択 0人

必修 0 科目 必修

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

計 0

（注）・　定年により退職した全ての専任教員についてに記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに辞任等した場合、赤字にて記入するとともに、「辞任等の理由」

　　　　　に辞任理由等及び（　）書きで報告年度を記入してください。

0
0 自由 0

計 0 科目 計 0 計 0

選択 0 選択 0

自由 0

合計 後任補充状況の集計

担当科目数の合計（a）+（b）+（c） ①の合計数（a） ②の合計数（b） ③の合計数（c）辞任した教員数

番　号 職　位 専任教員氏名 必修・選択・自由の別 担当予定科目 後任補充状況 辞任等の理由

018

担当科目数の合計（a）+（b）+（c）

　（３）－⑥　定年により退職した専任教員に対する後任補充状況

3
48

①の合計数（a）

3 人

必修 18 科目 必修

計

0 選択

必修

科目 選択

自由 0 科目 自由 0 自由 0

選択 7

令和３年３月末の時点で、３名の専任教員（准教授・助教）が他国立大学への異動あるいは辞職となった。それらの教員は、博士前期課程
の共通基盤科目と専門科目を複数担当する予定であったが、学生の主指導は担っていなかった。いずれの科目も、教授をはじめとする概ね
３名以上の教員グループで担当することになっていたため、異動・辞職した教員の担当予定であった単元においては、当該科目を担当する
他の教授・准教授が担うこととなった。そのため、学生の履修に関しては、全く影響はない。
学生への周知方法としては、各科目の初回オリエンテーションやシラバスにおいて、各科目の全担当教員名を記載し、周知している。これ
に関して、学生からの担当教員の疑義等の問い合わせはない。

合計（Ｄ）＋（Ｆ）

= 6.25 ％

0

③の合計数（c）②の合計数（b）

後任補充状況の集計（Ｅ）＋（Ｇ）

（注）・　上記（３）の専任教員辞任等による学生の履修等への影響に関する大学の所見、学生への周知方法、

辞任等した教員数

0

7 選択

必修

0

自由 0

計 25 科目 計 25 計 0

― 人

=

該当なし
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区　　　分
今後の

の実施計画
履　行　状　況

６　附帯事項等に対する履行状況等

附　帯　事　項　等

　　　　寄附行為変更の認可の申請に係る附帯事項を除く。） と、それに対する履行状況等について、

（注）・　「認可時」には、認可時または届出時に付された附帯事項（学校法人の寄附行為又は

　　　　具体的に記入してください。

　　　・　「設置計画履行状況調査時」には、当該調査の実施年度の年を記入してください。

　　　・　「設置計画履行状況調査時」には、当該年度の調査の結果、当該大学に付された指摘を

　　　　全て記入するとともに、付された指摘に対する履行状況等について、具体的に記入してください。

　　　　その履行状況等の参考となる資料があれば、添付してください。

　　　・　「履行状況」では、履行中であれば「履行中」、履行が完了していれば「履行済」を選択してください。

　　　・　該当がない場合には、「附帯事項等」の部分に「該当なし」と記入してください。

該当なし
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設　置　時　の　計　画 変更内容・状況、今後の見通しなど

　ａ　委員会の設置状況

委員会の設置なし

（注）・　１～６の項目に記入した事項以外で、設置時の計画より変更のあったもの（未実施を含む。）

　　　　及び法令適合性に関して生じた留意すべき事項について記入してください。

（２） 教員の資質の維持向上の方策（ＦＤ・ＳＤ活動含む）

　ａ　実施内容

FD「看護学教育支援におけるICT活用の可能性」（本研究科附属実践センター主催）

内容：看護学教育支援におけるICT活用の経験や実践知を共有し、ICT活用の可能性について示唆を得る。

　ｂ　委員会の開催状況（教員の参加状況含む）

　ｃ　委員会の審議事項等

②　実施状況

７　その他全般的事項

＜看護学研究科　看護学専攻（博士前期課程）＞

（１） 設置計画変更事項等

①　実施体制

WEB開催。オンデマンド形式の動画を視聴する

　ｃ　開催状況（教員の参加状況含む）

247名（他大学教員・大学院生も参加）

moodleにて授業開講終了後に実施。

期間：令和２年１０月２１日（水）～１１月１０日（火）

　ｂ　教員や学生への公開状況、方法等

（注）・「①ａ　委員会の設置状況」には、関係規程等を転載又は添付すること。

　　　　「②実施状況」には、実施されている取組を全て記載すること。（記入例参照）

大学院教務委員会にて集計結果を資料にして教員に報告。

　ｄ　実施結果を踏まえた授業改善への取組状況

実施後の確認等は行っていない。

③　学生に対する授業評価アンケートの実施状況

　ａ　実施の有無及び実施時期

　ｂ　実施方法

該当なし
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　ｄ　その他

　c　教育課程連携協議会が審議した内容を踏まえた大学での教育課程への反映状況

①　体制

　ａ　委員会の設置状況

　ｂ　委員会の開催状況（回数や開催日など）

　ｃ　委員会の審議事項等

②　審議状況

　ａ　審議した内容

　b　教育課程連携協議会が審議した内容を踏まえた大学での教育課程への見直し状況

（３） 教育課程連携協議会に関する事項

　※専門職大学、専門職短期大学、専門職学科、専門職大学院以外は「該当なし」と記入ください。

該当なし
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（４） 自己点検・評価等に関する事項

②　自己点検・評価報告書

　ａ　公表（予定）時期

①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見

○　設置計画履行状況報告書（令和３年度）

　ｂ　公表方法

　　　　　なお、「②　自己点検・評価報告書」については、当該調査対象の組織に関する評価内容を含む報告書につ

　設置の趣旨・目的に沿った教育・研究体制の整備によって、順調なスタートを切ることができたと考えている。引き続
き、研究科の充実・発展によって、育成する人材像に合致する者を多数輩出することを目指して取り組んでいく。

令和３年度中を予定

大学ホームページ上に公開予定

（注）・　設置時の計画の変更（又は未実施）の有無に関わらず記入してください。

　　　　また、「①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見」については、できるだけ具体的な根拠を

　　　　含めて記入してください。

③　認証評価を受ける計画

　ｃ　公表方法　　　　　〔　ウェブサイトへの掲載　・　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　〕

学内で検討中

※設置計画が各大学等が社会に対して着実に実現していく構想を表したものであることに鑑み、

　設置計画履行状況報告書については、各大学等のウェブサイトに公表するなど、積極的な情報提供をお願いします。

　ａ　公表予定の有無　　〔　　　有　　　・　　　無　　　〕

≪ａで「有」の場合≫

　ｄ　公表しない理由　　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

　ｂ　公表（予定）時期　〔　調査結果公表後１ヶ月以内　・　公表後２～３ヶ月以内　・　公表後３ヶ月以降　〕

≪ａで公表「無」の場合≫

　　　　いて記入してください。

（５） 情報公表に関する事項

43


	21 千葉大学院看護学研究科看護学専攻(M)【事前伺い】設置計画履行状況報告書1
	21 千葉大学院看護学研究科看護学専攻(M)【事前伺い】設置計画履行状況報告書2

